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災害発生

①初動体制の確立（組織の立ち上げ）と初動対応

②状況把握／対応評価

③実行計画の検討／更新 ④実行計画の決定

⑤（災害）対応

第４章 災害廃棄物等処理 

 

第１節  処理スケジュール  

 

１  災害発生時の大きな流れ  

 災 害 発 生 時 の 大 き な 流 れ は 、 次 の と お り で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  1 災 害 廃 棄 物 へ の 対 応 の 大 き な 流 れ （ PDCA サ イ ク ル ）  

出 典 ： 災 害 廃 棄 物 分 別 ・ 処 理 実 務 マ ニ ュ ア ル （ 一 般 社 団 法 人 廃 棄 物 資 源 循 環 学 会 ）  
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２  発災直後の対応  

  災 害 発 生 後 、 ４ ８ 時 間 以 内 に 最 低 限 行 う べ き こ と は 、 次 の と お り で あ る 。  

発 災 直 後 の ９ つ の 行 動  内 容  

１  情 報 収 集 及 び 記 録 を 開 始  ・職 員 と 委 託 業 者 職 員 の 安 否 情 報 、参 集 状 況 を

確 認  

・市 内 の 被 害 情 報 、廃 棄 物 処 理 施 設 の 被 害 情 報

を 収 集  

・ 写 真 撮 影 等 の 記 録 作 成  

２  災 害 時 の 廃 棄 物 処 理 に 係

る 民 間 事 業 者 等 と の 協 定 内

容 を 確 認  

・ 民 間 事 業 者 等 と の 連 絡 体 制 の 確 保  

・ 民 間 事 業 者 等 と の 協 定 内 容 の 確 認  

３  仮 設 ト イ レ の 設 置 の 必 要

に つ い て 判 断  

・災 害 時 に 上 下 水 道 が 寸 断 さ れ た 場 合 、避 難 所

に 仮 設 ト イ レ を 設 置  

・ 必 要 に 応 じ て レ ン タ ル 業 者 等 か ら 調 達  

４  し 尿 ・ 生 活 ご み ・ 避 難 所

ご み の 処 理 方 法 を 決 定  

・ し 尿 及 び 避 難 所 ご み の 発 生 量 を 推 計  

・ 収 集 運 搬 や 処 分 の 方 法 を 検 討 ・ 決 定  

５  仮 置 場 を 開 設  ・ 仮 置 場 の 早 急 な 開 設  

・ 仮 置 場 の 管 理 体 制 の 構 築  

６  災 害 廃 棄 物 の 発 生 量 と 仮

置 場 の 必 要 面 積 を 推 計  

・仮 置 場 の 設 置 や 実 行 計 画 策 定 の た め 、災 害 廃

棄 物 の 発 生 量 を 建 物 の 被 害 棟 数 等 か ら 推 計  

７  災 害 廃 棄 物 の 収 集 運 搬 方

法 を 決 定  

・ 災 害 廃 棄 物 を 仮 置 場 に 運 搬 す る 方 法 を 検 討 ・

決 定  

８  住 民 等 へ 周 知  ・災 害 廃 棄 物 の 分 別 や 収 集 、仮 置 場 の 利 用 方 法

等 に つ い て 、 効 率 的 な 広 報 手 法 に よ り 周 知  

９  外 部 委 託 の 必 要 性 を 検 討  ・災 害 廃 棄 物 の 収 集 運 搬 や 処 分 等 に 係 る 外 部 委

託 の 必 要 性 を 検 討  

 出 典：災 害 廃 棄 物 処 理 行 政 事 務 の 手 引 き（ 平 成 29 年 3 月  環 境 省 東 北 地 方 環 境 事 務 所 ）  
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区分
災害応急対応

復旧・復興
初動期 応急対応（前半） 応急対応（後半）

自衛隊等との連携

発生量

実行計画

処理方針

処理フロー

処理スケジュール

収集運搬

撤去

仮置場

二次災害防止のための
環境対策、モニタリン
グ、火災対策

有害廃棄物・危険物対
策

破砕・選別・中間処
理・再資源化・最終処
分

進捗管理

各種相談窓口の設置住
民等への啓発広報

自衛隊・警察・消防との連携

災害廃棄物の発生量の推計（必要に応じて見直し）

実行計画の策定・見直し

処理方針の策定

処理フローの作成・見直し

処理スケジュールの検討・見直し

片付けごみ回収方法の検討

住民、ボランティアへの情報提供（分別方法、仮置場の場所等）

収集運搬体制の確保、ボランティアとの連携

収集運搬の実施

広域処理する際の輸送体制の確立

通行障害となっている災害廃棄物の優先撤去（関係部局との連携）

倒壊の危険のある建物の優先撤去（設計、積算、現場管理等を含む）（関係部局との連携）

撤去（必要に応じて解体）が必
要とされる損壊家屋等の撤去
（必要に応じて解体）（設計、
積算、現場管理等を含む）

受入に関する合意形成

仮置場の候補地の選定

仮置場の確保・設置・管理・運営、火災防止策、飛散・漏水防止策

仮置場必要面積の算定

仮置場の過不足の確認、集約

仮置場の集約

仮置場の復旧・返却

仮置場環境モニタリングの実施（特に石綿モニタリングは、初動期に実施することが重要。実施に際しては、環境保全担当と連携）

悪臭及び害虫防止対策

有害廃棄物・危険物への配慮

所在、発生量の把握、受入・保管・管理方法の検討、処理先の確定、撤去作業の安全確保
PCB、テトラクロロエチレン、フロンなどの優先的回収

既存施設（一般廃棄物・産業廃棄物を活用した破砕・選別・中間処理・再資源化・最終処分）

処理可能量の推計

広域処理の必要性の検討

仮設処理施設の必要性の検討

広域処理の実施

仮設処理施設の設置・管理・運営

仮設処理施設の解体・撤去

腐敗性廃棄物等の優先的処理 港湾における海底堆積ごみ、漂流・漂着ごみの処理

進捗状況記録、課題抽出、評価

損壊家屋等の撤去（必要に応じて解体）等、各種相談窓口の設置（立ち上げは初動期が望ましい）

相談受付、相談情報の管理

住民等への啓発・広報

被害状況等の情報から災害廃
棄物の発生量の推計開始

３  処理スケジュール  

 災 害 発 生 後 の 時 期 区 分 ご と の 作 業 の 流 れ に つ い て は 、 次 の と お り で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  2 災 害 廃 棄 物 処 理 の 基 本 的 な 流 れ  

出 典 ： 災 害 廃 棄 物 対 策 指 針 （ 平 成 30 年 3 月  環 境 省 ）  
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発災後の時期区分と特徴  

時 期 区 分  時 期 区 分 の 特 徴  時 間 の 目 安  

災 害 応 急

対 応  

初 動 期  人 命 救 助 が 優 先 さ れ る 時 期（ 体 制 整 備 、被

害 状 況 の 確 認 、 必 要 資 機 材 の 確 保 等 を 行

う ）  

発 災 後 数 日 間  

応 急 対 応  

（ 前 半 ）  

避 難 所 生 活 が 本 格 化 す る 時 期（ 主 に 優 先 的

な 処 理 が 必 要 な 災 害 廃 棄 物 を 処 理 す る 期

間 ）  

～ 3 週 間 程 度  

応 急 対 応  

（ 後 半 ）  

人 や 物 の 流 れ が 回 復 す る 時 期（ 災 害 廃 棄 物

の 本 格 的 な 処 理 に 向 け た 準 備 を 行 う 期 間 ） 

～ 3 ヵ 月 程 度  

復 旧 ・ 復 興  避 難 所 生 活 が 終 了 す る 時 期（ 一 般 廃 棄 物 処

理 の 通 常 業 務 化 が 進 み 、災 害 廃 棄 物 の 本 格

的 な 処 理 の 期 間 ）  

～ 3 年 程 度  

※ 時 間 の 目 安 は 災 害 規 模 や 内 容 に よ っ て 異 な る（ 東 日 本 大 震 災 ク ラ ス の 場 合 を 想 定 ） 

出 典 ： 災 害 廃 棄 物 対 策 指 針 （ 平 成 30 年 3 月  環 境 省 ）  
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４  災害廃棄物処理実行計画  

災 害 発 生 時 に は 速 や か に 「 災 害 廃 棄 物 処 理 実 行 計 画 」 を 策 定 す る 。 災 害 時 の

作 業 や 廃 棄 物 の 流 れ は 、 次 の と お り で あ る 。  

 

(1) 災 害 廃 棄 物 の 処 理 を 担 当 す る 組 織 の 速 や か な 立 ち 上 げ  

  災 害 の 規 模 を 把 握 し 、職 員 の 被 災 状 況 等 を 確 認 し た の ち 、組 織 を 立 ち 上 げ 、

被 害 状 況 の 把 握 、 処 理 施 設 の 被 災 状 況 等 を 把 握 す る 。 そ し て 、 災 害 廃 棄 物 の

発 生 量 の 推 計 、 仮 置 場 開 設 準 備 、 が れ き 撤 去 作 業 部 隊 の 編 成 準 備 等 を 行 う 。  

 

(2) 実 行 計 画 立 案 作 業 ① （ 処 理 計 画 に 記 載 し た 内 容 の 確 認 と 不 足 時 の 対 応 ）  

  推 計 し た 災 害 廃 棄 物 量 と 処 理 計 画 で の 想 定 量 を 比 較 し 、 規 模 が 想 定 を 上 回

れ ば 、 そ れ に 対 応 す る 追 加 の 措 置 を 検 討 す る 。 ま た 、 仮 置 場 や 必 要 資 機 材 等

は 、 処 理 計 画 で 想 定 し た も の が 確 保 で き な い 場 合 も あ る の で 、 実 行 計 画 立 案

の 最 初 に 、 ど れ だ け 確 保 で き て い る か を 確 認 す る 。 ま た 、 外 部 か ら の 応 援 に

つ い て も 、 あ ら か じ め 策 定 し て い る 受 援 計 画 に 基 づ く 人 材 ・ 資 材 が 期 待 で き

る か を 確 認 す る 。 こ れ ら が 不 足 す る こ と が 予 想 さ れ る 場 合 に は 、 不 足 分 を 補

う 作 業 を 開 始 す る 。  

 

(3) 実 行 計 画 立 案 作 業 ② （ 発 生 廃 棄 物 量 の 推 計 値 に よ る 処 理 計 画 の 見 直 し ）  

  被 災 状 況 を 踏 ま え た 災 害 廃 棄 物 の 発 生 量 の 推 計 結 果 と 処 理 計 画 で の 想 定 量

を 比 較 し 、 実 際 の 廃 棄 物 量 に 合 わ せ て 作 業 内 容 等 を 変 更 し 、 災 害 廃 棄 物 処 理

実 行 計 画 を 策 定 す る 。  

 

(4) 実 行 計 画 の 見 直 し  

  災 害 発 生 当 初 に 推 計 し た 廃 棄 物 量 は 、 処 理 計 画 の デ ー タ 等 を 用 い た も の で

あ り 、 実 際 の 廃 棄 物 量 は 、 仮 置 場 へ の 持 込 量 、 必 要 な 家 屋 解 体 件 数 等 に よ っ

て 異 な っ て く る 。 定 期 的 に 情 報 を 収 集 し て 、 適 宜 廃 棄 物 量 の 見 直 し を 行 い 、

業 務 発 注 量 の 適 正 化 を 図 る 。  

 

出 典 ： 災 害 廃 棄 物 分 別 ・ 処 理 実 務 マ ニ ュ ア ル （ 一 般 社 団 法 人 廃 棄 物 資 源 循 環 学 会 ）  
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第２節  災害廃棄物処理  

 

１  災害廃棄物の発生量  

 本 市 に お い て 想 定 す る 災 害 に 伴 っ て 発 生 す る 災 害 廃 棄 物 の 発 生 量 は 、 次 の と

お り で あ る 。  

 

(1) 地 震 災 害 に よ る 災 害 廃 棄 物 （ 解 体 等 廃 棄 物 ） 発 生 量  

表  1 地 震 災 害 に よ る 災 害 廃 棄 物 （ 解 体 等 廃 棄 物 ） 発 生 量  

ア  最 大 想 定 の 場 合                     （ 単 位 ： t） 

断 層 の 名 称  木 く ず  
ｺﾝｸﾘｰﾄ  

が ら  

金 属  

く ず  

そ の 他  

(残 材 ) 

津 波  

堆 積 物  
合 計  

鳥 取 県 西 部  164,084 199,932 13,738 222,147 0 599,901 

F55  59,637 77,089 5,203 79,806 18,145 239,880 

 イ  １ ラ ン ク 下 の 場 合                   （ 単 位 ： t） 

断 層 の 名 称  木 く ず  
ｺﾝｸﾘｰﾄ  

が ら  

金 属  

く ず  

そ の 他  

(残 材 ) 

津 波  

堆 積 物  
合 計  

鳥 取 県 西 部  12,296 14,994 1,030 16,645 0 44,966 

F55  2,416 3,194 214 3,218 0 9,042 

 ウ  ２ ラ ン ク 下 の 場 合                   （ 単 位 ： t） 

断 層 の 名 称  木 く ず  
ｺﾝｸﾘｰﾄ  

が ら  

金 属  

く ず  

そ の 他  

(残 材 ) 

津 波  

堆 積 物  
合 計  

鳥 取 県 西 部  431 531 36 582 0 1,581 

F55  0 0 0 0 0 0 

デ ー タ 提 供 ： 鳥 取 県  

 

(2) 地 震 災 害 に よ る 災 害 廃 棄 物 （ 解 体 等 廃 棄 物 ） 要 処 理 量  

(1)地 震 災 害 に よ る 災 害 廃 棄 物（ 解 体 等 廃 棄 物 ）発 生 量 に 、東 日 本 大 震 災 に

お け る 岩 手 県 で の 処 理 実 績 を も と に し た 選 別 率 を 掛 け 合 わ せ る こ と で 算 出 し

た 結 果 （ 要 処 理 量 ） は 、 次 の と お り で あ る 。  
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表  2 地 震 災 害 に よ る 災 害 廃 棄 物 （ 解 体 等 廃 棄 物 ） 要 処 理 量  

ア  最 大 想 定 の 場 合                     （ 単 位 ： t） 

断 層 の 名 称  
柱材・ 

角材 
ｺﾝｸﾘｰﾄ 可燃物 

金属 

くず 
不燃物 土砂系 合計 

鳥 取 県 西 部  24,613 159,945 90,246 13,052 278,724 33,322 599,901 

F55  8,946 61,671 32,800 4,943 105,033 26,487 239,880 

イ  １ ラ ン ク 下 の 場 合                    （ 単 位 ： t） 

断 層 の 名 称  
柱材・ 

角材 
ｺﾝｸﾘｰﾄ 可燃物 

金属 

くず 
不燃物 土砂系 合計 

鳥 取 県 西 部  1,844 11,995 6,763 979 20,888 2,497 44,966 

F55  362 2,555 1,329 203 4,110 483 9,042 

ウ  ２ ラ ン ク 下 の 場 合                    （ 単 位 ： t） 

断 層 の 名 称  
柱材・ 

角材 
ｺﾝｸﾘｰﾄ 可燃物 

金属 

くず 
不燃物 土砂系 合計 

鳥 取 県 西 部  65 425 237 35 732 87 1,581 

F55  0 0 0 0 0 0 0 

デ ー タ 提 供 ： 鳥 取 県  

 

(3) 地 震 災 害 に よ る 災 害 廃 棄 物 （ 片 付 け ご み ） 発 生 量  

被 害 の 少 な い 一 部 損 壊 の 建 物 か ら 発 生 す る 片 付 け ご み の 発 生 量 は 、 次 の と

お り で あ る 。  

表  3 地 震 災 害 に よ る 災 害 廃 棄 物 （ 片 付 け ご み ） 発 生 量  

ア  最 大 想 定 の 場 合                     （ 単 位 ： t） 

断層の名称 瓦 
ｺﾝｸﾘｰﾄ

がら 

石膏 

ﾎﾞｰﾄﾞ 

混合物 

可燃性 

粗大 

ごみ 

可燃 

ごみ 
木くず 

不燃性 

粗大 

ごみ 

不燃 

ごみ 
その他 合計 

鳥取県西部 1,016 660 466 92 46 309 64 172 95 2,919 

F55 787 511 361 71 36 239 49 133 73 2,260 

 イ  １ ラ ン ク 下 の 場 合                    （ 単 位 ： t） 

断層の名称 瓦 
ｺﾝｸﾘｰﾄ

がら 

石膏 

ﾎﾞｰﾄﾞ 

混合物 

可燃性 

粗大 

ごみ 

可燃 

ごみ 
木くず 

不燃性 

粗大 

ごみ 

不燃 

ごみ 
その他 合計 

鳥取県西部 879 571 403 79 40 267 55 148 82 2,525 

F55 681 442 312 61 31 207 43 115 63 1,955 
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 ウ  ２ ラ ン ク 下 の 場 合                    （ 単 位 ： t） 

断 層 の 名 称  瓦 
ｺﾝｸﾘｰﾄ

がら 

石膏 

ﾎﾞｰﾄﾞ 

混合物 

可燃性 

粗大 

ごみ 

可燃 

ごみ 
木くず 

不燃性 

粗大 

ごみ 

不燃 

ごみ 
その他 合計 

鳥取県西部 742 481 340 67 34 226 46 125 69 2,130 

F55 574 373 263 52 26 175 36 97 53 1,649 

デ ー タ 提 供 ： 鳥 取 県  

 

(4) 水 害 に よ る 災 害 廃 棄 物 発 生 量  

  想 定 最 大 規 模 の 降 雨 に よ っ て 発 生 す る 水 害 に よ る 災 害 廃 棄 物 量 は 、 次 の と

お り で あ る 。  

表  4 水 害 に よ る 災 害 廃 棄 物 発 生 量     （ 単 位 ： t）  

河 川 （ 水 系 ） 名  可 燃 物  不 燃 物  資源化物 
資源化物 

(家 電 ) 
合 計  

日 野 川 水 系  

（ 日 野 川 ・ 法 勝 寺 川 ） 
56,467  39,540  7,324  1,596  104,927  

デ ー タ 提 供 ： 鳥 取 県  

 

(5) 米 子 市 ク リ ー ン セ ン タ ー に お け る 災 害 廃 棄 物 の 要 処 理 量  

地 震 災 害 及 び 水 害 が 発 生 し た 場 合 の 可 燃 物 の 要 処 理 量 は 、 次 の と お り で あ

る 。  

災 害 廃 棄 物 処 理 の 目 標 期 間 は 、 最 大 震 度 ７ の 場 合 ３ 年 以 内 、 震 度 ６ 強 の 場

合 ２ 年 以 内 と し て い る が 、 最 大 想 定 の 地 震 災 害 の う ち 、 F55 断 層 で 発 生 す る

地 震 災 害 の 場 合 は ２ 年 間 の 処 理 可 能 量 28,000 ト ン を 上 回 り 、鳥 取 県 西 部 断 層

で 発 生 す る 地 震 災 害 の 場 合 は ３ 年 間 の 処 理 可 能 量 44,500 ト ン を 大 き く 上 回

る こ と が 予 想 さ れ る 。 ま た 、 想 定 最 大 規 模 の 降 雨 に よ る 水 害 が 発 生 し た 場 合

の 要 処 理 量 に つ い て も ３ 年 間 の 処 理 可 能 量 を 上 回 る こ と が 予 想 さ れ る 。  

一 方 、 最 大 震 度 よ り も 震 度 が １ ラ ン ク 下 の 地 震 災 害 の 場 合 は 、 い ず れ の 断

層 の 地 震 災 害 の 場 合 も １ 年 以 内 の 処 理 が 可 能 と 予 想 さ れ る 。  
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表  5 米 子 市 ク リ ー ン セ ン タ ー に お け る 災 害 廃 棄 物 要 処 理 量  

ア  最 大 想 定 の 地 震 災 害 に よ る 可 燃 物 要 処 理 量 （ 解 体 等 廃 棄 物 ）  

断 層 の 名 称  
最大

震度 

可燃物（t） 処理可能量 

（ｔ/年） 米子市 境港市 日吉津村 大山町※１ 計 

鳥 取 県 西 部  ７ 90,246 10,899 550 32 101,727 
16,500 

F55  ６強 32,800 11,267 655 1,745 46,467 

  ※ １ 旧 中 山 町 の ほ か 、 旧 大 山 町 及 び 旧 名 和 町 含 む 。  

  イ  １ ラ ン ク 下 の 地 震 災 害 に よ る 可 燃 物 要 処 理 量 （ 解 体 等 廃 棄 物 ）  

断 層 の 名 称  
最大

震度 

可燃物（t） 処理可能量 

（ｔ/年） 米子市 境港市 日吉津村 大山町※２ 計 

鳥 取 県 西 部  ６強 6,763 224 0 0 6,987 
16,500 

F55  ６弱 1,329 516 0 59 1,904 

  ※ ２ 旧 中 山 町 の ほ か 、 旧 大 山 町 及 び 旧 名 和 町 含 む 。  

ウ  水 害 が 発 生 し た 場 合 の 可 燃 物 要 処 理 量  

河 川  

（ 水 系 ） 名  

可燃物（t） 処理可能量 

（ｔ/年） 米子市 境港市 日吉津村 大山町※３ 計 

日 野 川 水 系  56,467 0 2,152 0 58,619 16,500 

※ ３ 旧 中 山 町 の ほ か 、 旧 大 山 町 及 び 旧 名 和 町 含 む 。  

デ ー タ 提 供 ： 鳥 取 県  
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２  処理フロー  

 最 大 想 定 の 地 震 災 害 が 発 生 し た 場 合 の 災 害 廃 棄 物 （ 撤 去 等 廃 棄 物 ） 発 生 量 及

び 処 理 可 能 量 を ま と め る と 、 次 の 図 の と お り と な る 。  

 可 燃 物 の 中 間 処 理 に つ い て は 、県 が 目 標 と す る ３ 年 以 内 で の 処 理 を 行 う に は 、

米 子 市 ク リ ー ン セ ン タ ー の 他 、 県 内 他 市 町 村 又 は 民 間 が 設 置 す る 焼 却 施 設 で 処

理 を 行 う 必 要 が あ る 。  

最 終 処 分 に つ い て は 、 西 部 地 域 及 び 県 内 で の 処 理 可 能 量 を 上 回 る と 推 計 さ れ

る た め 、 最 終 処 分 量 を 削 減 で き る よ う 仮 置 場 で の 選 別 精 度 の 向 上 に 努 め る と と

も に 、 県 に 対 し 、 県 外 の 民 間 一 般 廃 棄 物 最 終 処 分 場 又 は 産 業 廃 棄 物 管 理 型 最 終

処 分 場 等 、 処 理 先 を 確 保 の 調 整 を 要 請 す る 必 要 が あ る 。  

木くず

164.1千t

コンクリートがら

199.9千t

金属くず

13.7千t

その他(残材)

222.1千t

津波堆積物

0千t

金属くず

13.1千t

柱材・角材

24.6千t

159.9千t

コンクリート

土砂系

33.3千t

可燃物

90.2千t

不燃物

278.7千t

木くず破砕施設

24.6千t

がれき類破砕施設

159.9千t

米子市クリーンセンター

44.5千t/2.7年

市外又は民間

45.7千t

再生資材

24.6千t

再生資材

159.9千t

再生資材

13.1千t

土砂系

33.3千t

破砕選別後の
廃棄物組成

一
次
仮
置
場

再生資材

4.5千t

米子市クリーンセンター

焼却灰 4.5千t
※焼却量の10％

処理残さ 0.4千t
※焼却量の1％

市外又は民間

処理残さ 9.1千t
※焼却量の20％

災害発生時の
廃棄物組成

埋立

288.2千t

搬出先
リサイクル
又は最終処分

図  3 西 部 地 震 断 層 の 災 害 廃 棄 物 処 理 フ ロ ー （ 最 大 想 定 ）  
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３  収集運搬  

 災 害 時 、 特 に 発 災 直 後 は 収 集 体 制 を 上 回 る 廃 棄 物 が 発 生 す る 場 合 が あ る 。 こ

の よ う な 場 合 、 腐 敗 性 廃 棄 物 や 有 害 廃 棄 物 ・ 危 険 物 等 を 優 先 し て 収 集 運 搬 す る

必 要 が あ る 。 こ の こ と か ら 、 平 時 か ら 災 害 時 の 収 集 運 搬 体 制 （ 優 先 す る 廃 棄 物

の 種 類 、 収 集 運 搬 方 法 、 収 集 ル ー ト 、 資 機 材 、 連 絡 体 制 等 ） を 検 討 し て お く 必

要 が あ る 。 収 集 運 搬 体 制 の 整 備 に 当 た っ て 検 討 が 必 要 な 事 項 は 、 次 の と お り で

あ る 。  

表  6 収 集 運 搬 体 制 の 整 備 に 当 た っ て の 検 討 事 項  

 検 討 事 項  

１ ）収 集 運 搬 車 両 の

位 置 付 け  

・ 地 域 防 災 計 画 の 中 に 緊 急 車 両 と し て 位 置 付 け る 。  

２ ）優 先 的 に 回 収 す

る 災 害 廃 棄 物  

・ 有 害 廃 棄 物 ・ 危 険 物 を 優 先 回 収 す る 。  

・ 冬 季 は 着 火 剤 な ど が 多 く 発 生 す る こ と が 想 定 さ れ 、 混 合

状 態 と な る と 爆 発 や 火 災 等 の 事 故 が 懸 念 さ れ る た め 、 こ

れ ら の も の が 発 見 さ れ た 際 は 優 先 的 に 回 収 す る 。  

３ ） 収 集 方 法  ・ 仮 置 場 へ の 搬 入  

・ 排 出 場 所 を 指 定 し て の 収 集  

・ 陸 上 運 搬 （ 鉄 道 運 搬 を 含 む ）、 水 上 運 搬  

（ 道 路 な ど の 被 災 状 況 に よ り 収 集 運 搬 方 法 を 決 定 す る 。

場 合 に よ っ て は 、 鉄 道 輸 送 や 水 上 運 搬 の 可 能 性 も 調 査 す

る 。 例 え ば 被 災 現 場 と 処 理 現 場 を 結 ぶ 経 路 に 鉄 道 や 航 路

が あ り 、 事 業 者 の 協 力 が 得 ら れ 、 こ れ ら を 利 用 す る こ と

で 経 済 的 か つ 効 率 的 に 収 集 運 搬 す る こ と が 可 能 で あ る と

判 断 さ れ る 場 合 な ど ）  

４ ） 収 集 運 搬 ル ー

ト ・ 収 集 運 搬 時 間  

・ 地 域 住 民 の 生 活 環 境 へ の 影 響 や 交 通 渋 滞 の 発 生 防 止 な ど

総 合 的 な 観 点 か ら 収 集 運 搬 ル ー ト を 決 定 す る 。  

・ 収 集 運 搬 ル ー ト だ け で な く 、 収 集 運 搬 時 間 に つ い て も 検

討 す る 。  

５ ）必 要 資 機 材（ 重

機・収 集 運 搬 車 両 な

ど ）  

・水 分 を 含 ん だ 畳 等 の 重 量 の あ る 廃 棄 物 が 発 生 す る 場 合 は 、

積 込 み ・ 積 下 し に 重 機 が 必 要 と な る 。 収 集 運 搬 車 両 に は

平 積 み ダ ン プ 等 を 使 用 す る 。  

６ ）連 絡 体 制・方 法  ・ 収 集 運 搬 車 両 に 無 線 等 を 設 置 す る な ど 、 災 害 時 に お け る

収 集 運 搬 車 両 間 の 連 絡 体 制 を 確 保 す る 。  

７ ）住 民 や ボ ラ ン テ

ィ ア へ の 周 知  

・ 災 害 廃 棄 物 （ 片 付 け ご み ） の 分 別 方 法 や 仮 置 場 の 場 所 、

仮 置 場 へ の 持 込 み 可 能 日 時 な ど を 住 民 、 ボ ラ ン テ ィ ア に

周 知 す る 。  

・ 生 活 ご み 等 の 収 集 日 、 収 集 ル ー ト 、 分 別 方 法 に つ い て 住

民 等 に 周 知 す る 。  

８ ） そ の 他  ・ 収 集 運 搬 車 両 か ら の 落 下 物 防 止 対 策 な ど を 検 討 す る 。  

出 典 ： 災 害 廃 棄 物 対 策 指 針 （ 平 成 30 年 3 月  環 境 省 ）  
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(1) １ ） 収 集 運 搬 車 両 の 位 置 付 け に つ い て  

  市 地 域 防 災 計 画 に お い て 、 災 害 に よ り 、 知 事 又 は 公 安 委 員 会 が 道 路 の 通 行

の 禁 止 又 は 制 限 措 置 を 講 じ た 場 合 に お い て 、「 災 害 対 策 基 本 法 第 50 条 第 2 項

に 定 め る 災 害 応 急 対 策 の 実 施 責 任 者 又 は そ の 委 任 を 受 け た 者 が 使 用 す る 車 両

で 、 清 掃 、 防 疫 そ の 他 の 保 健 衛 生 に 関 す る 業 務 に 従 事 す る 車 両 」 は 緊 急 通 行

車 両 と し て 通 行 が で き る こ と と し て い る 。 そ の た め 、 災 害 廃 棄 物 の 収 集 運 搬

に 当 た っ て は 、 市 災 害 対 策 本 部 総 務 部 財 務 輸 送 班 を 通 じ て 緊 急 通 行 車 両 と し

て 米 子 警 察 署 に 緊 急 通 行 車 両 確 認 申 請 書 を 提 出 の 上 、 緊 急 通 行 車 両 標 章 及 び

緊 急 通 行 車 両 確 認 証 明 書 の 交 付 を 受 け て 収 集 運 搬 を 実 施 す る も の と す る 。  

  な お 、 市 内 の 緊 急 輸 送 道 路 に つ い て は 、 市 地 域 防 災 計 画 に お い て 、 次 の と

お り 定 め ら れ て い る 。  

１  米 子 自 動 車 道  ２  山 陰 道 （ 米 子 道 路 ）  ３  国 道 ９ 号  

４  国 道 １ ８ ０ 号  ５  国 道 １ ８ １ 号  ６  国 道 ４ ３ １ 号  

７  県 道 ２ ４ 号  ８  県 道 ４ ７ 号  ９  県 道 １ ０ ２ 号  

10 県 道 ２ ０ ７ 号  11 県 道 ２ ７ ９ 号  12 県 道 ３ １ ６ 号  

13 県 道 ３ １ ７ 号   

 

 (2) ４ ） 収 集 運 搬 ル ー ト ・ 収 集 運 搬 時 間 に つ い て  

  災 害 廃 棄 物 の 収 集 運 搬 は 、 対 応 時 期 に よ っ て 異 な る た め 、 災 害 予 防 、 発 災

時 ・ 初 動 期 、 仮 置 場 ・ 再 資 源 化 施 設 ・ 処 理 処 分 先 等 へ の 運 搬 時 に 分 け て 考 え

る 必 要 が あ る 。  

  時 期 ご と の 収 集 運 搬 車 両 の 確 保 と ル ー ト 計 画 を 検 討 す る に 当 た っ て の 留 意

事 項 は 、 次 の と お り で あ る 。  

表  7 収 集 運 搬 車 両 の 確 保 と ル ー ト 計 画 に 当 た っ て の 留 意 事 項  

時 期  留 意 事 項  

災 害 予 防  ・地 元 の 建 設 業 協 会 や 産 業 廃 棄 物 協 会 と 事 前 に 協 力 体 制 及 び

連 絡 体 制 を 確 保 し て お く と と も に 、関 係 団 体 の 所 有 す る 収 集

運 搬 車 両 の リ ス ト を 事 前 に 作 成 し て お く 。  

発 災 時 ・ 初 動 期  災 害 廃 棄 物 全 般  ・ ハ ザ ー ド マ ッ プ 等 に よ り 処 理 施 設 の 被 災

状 況 等 を 事 前 に 想 定 し 、 廃 棄 物 の 発 生 場

所 と 発 生 量 か ら 収 集 運 搬 車 両 の 必 要 量

を 推 計 す る 。  

・ 災 害 初 動 時 以 降 は 、 対 策 の 進 行 に よ り 搬

入 が 可 能 な 仮 置 場 が 移 る な ど の 変 化 が

あ る た め 、GPS と 複 数 の 衛 星 デ ー タ 等（ 空

中 写 真 ） を 用 い 、 変 化 に 応 じ て 収 集 車 両

の 確 保 と 収 集 、 運 搬 ル ー ト が 変 更 修 正 で

き る 計 画 と す る 。  
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・ 災 害 初 動 時 は 廃 棄 物 の 運 搬 車 両 だ け で な

く 、 緊 急 物 資 の 輸 送 車 両 等 が 限 ら れ た ル

ー ト を 利 用 す る 場 合 も 想 定 し 、 交 通 渋 滞

等 を 考 慮 し た 効 率 的 な ル ー ト 計 画 を 作

成 す る 。  

・ 利 用 で き る 道 路 の 幅 が 狭 い 場 合 が 多 く 、

小 型 の 車 両 し か 使 え な い 場 合 が 想 定 さ

れ る 。 こ の 際 の 運 搬 に は ２ ト ン ダ ン プ ト

ラ ッ ク 等 の 小 型 車 両 で 荷 台 が 深 い 車 両

が 必 要 と な る 場 合 も あ る 。  

・ 直 接 、 焼 却 施 設 へ 搬 入 で き る 場 合 で も 、

破 砕 機 が 動 い て い な い こ と も 想 定 さ れ 、

そ の 場 合 、 畳 や 家 具 等 を 圧 縮 ・ 破 砕 し な

が ら 積 み 込 め る プ レ ス パ ッ カ ー 車 （ 圧 縮

板 式 車 ） が 活 躍 し た 例 も あ る 。  

生 活 ご み （ 避 難

所 ご み を 含 む ）  

・ 避 難 所 及 び 被 害 の な か っ た 地 域 か ら の 生

活 ご み を 収 集 す る た め の 車 両 （ パ ッ カ ー

車 ）の 確 保 が 必 要 と な る 。そ の た め に は 、

発 災 直 後 の 混 乱 の 中 で 収 集 車 両 及 び 収

集 ル ー ト 等 の 被 災 状 況 を 把 握 し な け れ

ば な ら な い 。  

・ 発 災 直 後 は 粗 大 ご み 等 の 発 生 量 が 増 え 、

通 常 よ り 廃 棄 物 の 収 集 運 搬 量 が 多 く な

る た め 、 通 常 時 を 超 え る 収 集 車 両 や 人 員

の 確 保 が 必 要 と な る 。  

仮 置 場 ・ 再 資 源

化 施 設 ・ 処 理 処

分 先 等 へ の 運 搬

時  

・災 害 廃 棄 物 の 運 搬 に は １ ０ ト ン ダ ン プ ト ラ ッ ク が 使 用 さ れ

る こ と が 多 い 。 収 集 運 搬 が 必 要 な 災 害 廃 棄 物 量 （ 推 計 値 ）

か ら 必 要 な 車 両 台 数 を 計 画 す る 。  

・仮 置 場 へ の 搬 入 は 収 集 運 搬 車 両 が 集 中 す る 場 合 が 多 く 、交

通 渋 滞 に 配 慮 し た ル ー ト 計 画 が 要 求 さ れ る 。ル ー ト 計 画 の

作 成 に 当 た っ て は 、で き る だ け 一 方 通 行 で 完 結 で き る 計 画

と し 、 収 集 運 搬 車 両 が 交 錯 し な い よ う に 配 慮 す る 。  

・ 災 害 廃 棄 物 の 搬 入 ・ 排 出 量 の 把 握 の た め に は 、仮 置 場 に ト

ラ ッ ク ス ケ ー ル を 設 置 し た り 、中 間 処 理 施 設 に お い て 計 量

し た り す る こ と が 考 え ら れ る 。た だ し 、そ れ ら の 設 備 が 稼

働 す る ま で の 間 や 保 管 の た め 、収 集 運 搬 車 両 の 積 載 可 能 量

と 積 載 割 合 、積 載 物 の 種 類 を 記 録 し て 、推 定 で き る よ う に

し て お く こ と も 重 要 で あ る 。  

・ 災 害 廃 棄 物 の 運 搬 に は 、交 通 渋 滞 の 緩 和 等 の た め 、船 舶 を

利 用 す る こ と も 考 え ら れ る 。  

出 典 ： 災 害 廃 棄 物 対 策 指 針 【 技 1-1 3- 3】（ 平 成 30 年 3 月  環 境 省 ）  
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(3) ５ ） 必 要 資 機 材 に つ い て  

  発 災 後 は 、 生 活 環 境 の 悪 化 を 防 ぐ た め 、 住 民 用 仮 置 場 に 排 出 さ れ る 片 付 け

ご み を 早 急 に 収 集 す る 必 要 が あ る 。  

  片 付 け ご み を 住 民 用 仮 置 場 か ら 一 時 仮 置 場 ま で 運 搬 す る の に 必 要 な 車 両 台

数 は 、 次 の と お り で あ る 。  

日 野 川 水 系 が 氾 濫 し た 場 合 の 片 付 け ご み 量 が 最 も 多 く 、 １ ヶ 月 以 内 に 片 付

け ご み を 撤 去 す る た め に は 、 日 量 979 ト ン を ２ ト ン 塵 芥 車 又 は ２ ト ン ダ ン プ

車 131 台 （ １ 台 １ 日 当 た り ５ 往 復 ） で 運 搬 す る こ と が 必 要 と な る 。  

表  8 必 要 車 両 台 数 （ 住 民 用 仮 置 場 か ら 一 次 仮 置 場 ）  

断 層 ・ 水 系  

の 名 称  

片 付 け ご み  

発 生 量  

（ t）  

運 搬 量  

（ t/日 ）  

必 要 車 両 台 数 （ 台 /日 ）  

※5 往復/台・日 

鳥 取 県 西 部  2,919  97  13  

F55  2,260  75  11  

日 野 川 水 系  29,380  979  131  

 ※ 日 野 川 水 系 に お け る 片 付 け ご み 量 に つ い て は 、 災 害 廃 棄 物 発 生 量 の う ち 28%

（ 平 成 30 年 ７ 月 豪 雨 に 伴 う 倉 敷 市 災 害 廃 棄 物 処 理 実 行 計 画（ 第 ２ 版 ）の 割 合

を 参 考 ） と し た 。  

な お 、 解 体 家 屋 等 か ら 排 出 さ れ る が れ き 類 の 運 搬 に 必 要 な 車 両 台 数 は 、 次

の と お り で あ る 。 鳥 取 県 西 部 地 震 が 発 生 し た 場 合 の 被 災 現 場 か ら 仮 置 場 ま で

の 運 搬 距 離 が 15km の 場 合 、１ 年 以 内 に 被 災 現 場 か ら 災 害 廃 棄 物 を 撤 去 す る た

め に は 、 日 量 約 1,900 ト ン を 10 ト ン ダ ン プ 91 台 （ １ 台 当 た り １ 日 ４ 往 復 ）

で 運 搬 す る こ と が 必 要 と な る 。  

表  9 必 要 車 両 台 数 （ 解 体 家 屋 か ら 一 次 仮 置 場 ）  

断 層 ・ 水 系  

の 名 称  

撤去等廃棄物

発 生 量  

（ t）  

運 搬 量  

（ t/日 ）  

運 搬 距 離 別 必 要 車 両 台 数 （ 台 /日 ）  

5km 

※10 往復/台・日 

10km 

※6 往復/台・日 

15km 

※4 往復/台・日 

鳥 取 県 西 部  599,901  1,93 5  35  60  91  

F55  239,880  774  14  24  37  

日 野 川 水 系  75,547  244  5  8  12  

※ 日 野 川 水 系 に お け る 片 付 け ご み 量 に つ い て は 、 災 害 廃 棄 物 発 生 量 の う ち 72%

（ 平 成 30 年 ７ 月 豪 雨 に 伴 う 倉 敷 市 災 害 廃 棄 物 処 理 実 行 計 画（ 第 ２ 版 ）の 割 合

を 参 考 ） と し た 。  

デ ー タ 提 供 ： 鳥 取 県  
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４  仮置場  

仮 置 場 は 、 災 害 廃 棄 物 の 速 や か な 処 理 ・ 処 分 を 行 う た め に 設 置 す る 。  

 

(1) 仮 置 場 の 呼 称 と 定 義  

「 仮 置 場 」 を 示 す 呼 称 は 、 文 献 や 自 治 体 の 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 に よ っ て 異

な る 場 合 が 多 く 見 受 け ら れ る が 、 鳥 取 県 及 び 本 市 で 定 義 す る 仮 置 場 の 呼 称 と

定 義 は 、 次 の と お り で あ る 。  

表  10 仮 置 場 の 呼 称 と 定 義  

呼 称  定 義  

住 民 用 仮 置 場  

被 災 し た 住 民 が 片 付 け ご み 等 を 自 己 搬 入 す る 仮 置 場 。 発 災 後

速 や か に 、 被 災 地 に 近 い 公 有 地 等 に 設 置 し 、 数 か 月 間 に 限 定

し て 受 け 入 れ る 。  

一 次 仮 置 場  
被 災 し た 建 物 や 津 波 堆 積 物 等 の 災 害 廃 棄 物 を 搬 入 し 、 粗 選 別

や 、 二 次 仮 置 場 で の 処 理 を 行 う ま で の 間 の 保 管 等 を 行 う 。  

二 次 仮 置 場  

一 次 仮 置 場 で 処 理 し た 災 害 廃 棄 物 を 搬 入 し 、 焼 却 施 設 や 最 終

処 分 場 等 の 受 入 先 に 搬 入 す る た め の 破 砕 ・ 選 別 や 保 管 等 を 行

う 。  

出 典 ： 県 災 害 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 （ 平 成 30 年 4 月 ）  

災 害 の 規 模 や 確 保 可 能 な 面 積 等 に 応 じ て 、 一 次 仮 置 場 の み の 場 合 や 、 住 民

用 仮 置 場 と 一 次 仮 置 場 、 一 次 仮 置 場 と 二 次 仮 置 場 を 一 体 に 運 用 す る な ど 臨 機

応 変 に 対 応 す る 。  

な お 、 仮 置 場 は 処 理 主 体 で あ る 市 が 設 置 す る こ と が 基 本 で あ る が 、 県 へ の

事 務 委 託 が 行 わ れ る 場 合 は 、 県 に お い て 二 次 仮 置 場 を 設 置 ・ 運 営 さ れ る 場 合

が あ る 。  

 

(2) 仮 置 場 の 確 保  

  仮 置 場 は 、 市 有 地 を 確 保 す る の が 基 本 で あ る が 、 市 有 地 の み で 必 要 面 積 を

確 保 す る の が 困 難 な 場 合 は 、 次 の も の か ら 検 討 す る 。  

所 有 者  土 地 ・ 空 地 等 の 種 類  

市  遊 休 地 ・ 造 成 地 、 広 場 ・ 公 園 、 運 動 公 園 等  

県  遊 休 地 ・ 造 成 地 、 広 場 ・ 公 園 、 運 動 公 園 等  

国  未 利 用 国 有 地 情 報 提 供 リ ス ト （ 財 務 局 か ら 提 供 さ れ て い る も の ）  

民 間  ゴ ル フ 場 、 大 規 模 駐 車 場 、 空 地 等  

 出 典 ： 大 規 模 災 害 発 生 時 に お け る 中 国 ブ ロ ッ ク 災 害 廃 棄 物 対 策 行 動 計 画  

（ 平 成 30 年 3 月  災 害 廃 棄 物 対 策 中 国 ブ ロ ッ ク 協 議 会 ）  
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仮 置 場 選 定 の ポ イ ン ト は 、 次 の と お り で あ る 。  

呼 称  選 定 の ポ イ ン ト  

住 民 用 仮 置 場  

・ 被 災 者 が 避 難 所 生 活 中 の 場 合 に お い て も 、 被 災 家 屋 の 片 付

け を 行 う こ と が 考 え ら れ る こ と か ら 、 速 や か に 設 定 す る 必

要 が あ る 。  

・ 被 災 地 内 の 住 区 基 幹 公 園 や 空 地 等 、 で き る 限 り 被 災 者 の 生

活 場 所 に 近 い 所 に 設 定 す る 。  

・ 一 時 仮 置 場 や 処 理 施 設 へ の 運 搬 を 考 慮 し て 、 パ ッ カ ー 車 や

ダ ン プ ト ラ ッ ク 等 の 出 入 口 の 設 定 を 行 う 必 要 が あ る 。  

・ 住 民 や ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 持 ち 込 み が な さ れ る こ と か ら 、

住 民 用 仮 置 場 の 場 所 や 分 別 方 法 に つ い て は 、 災 害 初 動 時 に

周 知 す る 必 要 が あ る 。  

・ 津 波 ／ 水 害 倒 壊 ご み 、 家 屋 ご み 等 が 発 生 し て い る 地 域 に つ

い て は 、原 則 と し て 一 次 仮 置 場 へ 集 積 す る こ と が 望 ま し い 。

し か し 、一 次 仮 置 場 で の 分 別 や 被 災 地 の 対 応 状 況 に 応 じ て 、

ア ク セ ス を 考 慮 し て 住 民 用 仮 置 場 を 整 備 す る こ と も 検 討 す

る 。  

・ 住 民 用 仮 置 場 で の 分 別 に つ い て は 、 初 期 の 災 害 廃 棄 物 の 撤

去 が 、 被 災 者 や ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 作 業 に な る た め 、 分 別

や 排 出 方 法 を わ か り や す く 説 明 し た 「 災 害 廃 棄 物 早 見 表 」

を 配 布 ・ 共 有 し て お く と 良 い 。  

一 次 ・  

二 次 仮 置 場  

・ 二 次 災 害 の 恐 れ の な い 場 所 が 望 ま し い 。  

・ 災 害 廃 棄 物 の 推 計 発 生 量 、 解 体 撤 去 作 業 の 進 行 、 施 設 の 処

理 能 力 等 を 勘 案 し て 、 十 分 な 容 量 を 持 つ 場 所 と す る 。 こ れ

ま で の 大 規 模 災 害 の 事 例 で は 、 復 興 の 関 係 か ら １ 年 程 度 で

全 て の 対 象 廃 棄 物 を 集 め 、 ３ 年 程 度 で 全 て の 処 理 を 終 え る

こ と を 想 定 し て い る 。  

・ 災 害 廃 棄 物 の 発 生 状 況 と 効 率 的 な 搬 入 ル ー ト 、 ア ク セ ス 道

路 （ 搬 入 路 ） の 幅 員 、 処 理 施 設 等 へ の 効 率 的 な 搬 出 ル ー ト

を 想 定 、 考 慮 す る 。 処 理 施 設 や 処 分 場 へ 海 上 輸 送 す る 可 能

性 が あ る 場 合 は 、 積 出 基 地 （ 大 型 船 が つ け ら れ る 岸 壁 ） を

想 定 し 、 近 く に 選 定 し た 方 が 良 い 。  

・ 搬 入 時 の 交 通 、 中 間 処 理 作 業 に よ る 周 辺 住 民 、 環 境 へ の 影

響 が 少 な い 場 所 と す る 。  

・ 集 積 所 の 選 定 に お い て は 、 発 生 量 に 対 応 で き る ス ペ ー ス 以

外 に も 、 所 有 者 ・ 跡 地 利 用 、 関 連 重 機 や 車 両 の ア ク セ ス 性

や ワ ー カ ビ リ テ ィ 、 最 低 限 の 防 火 ・ 消 火 用 水 （ 確 保 で き な

い 場 合 は 散 水 機 械 ）、仮 設 処 理 施 設 の 電 力 確 保 の 可 能 性 等 を

考 慮 す る 。  

・ 選 定 に お い て は 、 公 有 地 の 遊 休 地 、 未 利 用 地 、 公 園 、 駐 車

場 、 埋 立 地 、 埋 立 跡 地 等 を 利 用 で き る の が 望 ま し い 。 都 市

計 画 法 第 ６ 条 に 基 づ く 調 査 で 整 備 さ れ た「 土 地 利 用 状 況 図 」

が 当 該 市 町 村 及 び 都 道 府 県 に 保 管 さ れ て い る の で 、 そ れ を

参 考 に 他 部 局 と の 利 用 調 整 を 図 っ た 上 で 選 定 作 業 を 行 う 。  

・ グ ラ ン ド や 海 水 浴 場 等 を 使 用 し た 場 合 は 、 後 日 ガ ラ ス 片 等

を 取 り 除 く 対 応 が 必 要 な 場 合 が あ る 。 ま た 、 特 に 市 有 地 の
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場 合 、 二 次 汚 染 を 防 止 す る た め の 対 策 と 原 状 復 帰 の 時 の 汚

染 確 認 方 法 を 事 前 に 作 成 し て 、 地 権 者 や 住 民 に 提 案 す る こ

と が 望 ま し い 。  

  出 典 ： 災 害 廃 棄 物 分 別 ・ 処 理 実 務 マ ニ ュ ア ル （ 一 般 社 団 法 人 廃 棄 物 資 源 循 環 学 会 ）  

 

(3) 一 次 ・ 二 次 仮 置 場 選 定 チ ェ ッ ク リ ス ト  

  仮 置 場 の 選 定 に 当 た っ て は 、次 の よ う な 仮 置 場 選 定 チ ェ ッ ク リ ス ト を 用 い 、

チ ェ ッ ク 数 が 多 い 仮 置 場 か ら 優 先 順 位 を 付 け て い く 。  

表  11 一 次 ・ 二 次 仮 置 場 選 定 チ ェ ッ ク リ ス ト  

区 分  項 目  条 件  判 定  

①

発

災

前

の

留

意

点 

立 地 条 件  (1)  河 川 敷 で は な い 。   

前 面 道 路 幅  (2)  前 面 道 路 幅 が ６ m 以 上 あ る 。   

所 有 者  

(3)  公 有 地 （ 市 町 村 有 地 、 県 有 地 、 国 有 地 ） で あ る 。   

(4)  地 域 住 民 と の 関 係 性 が 良 好 な 土 地 で あ る 。   

(5)  （ 民 有 地 で あ る 場 合 ）地 権 者 の 数 が 少 な い 土 地 で あ る 。  

面 積  (6)  面 積 が 十 分 に あ る （ 二 次 仮 置 場 は 12ha 以 上 ）。   

周 辺 の 土 地

利 用  

(7)  周 辺 が 住 宅 地 で は な い 。   

(8)  周 辺 が 病 院 、 福 祉 施 設 、 学 校 等 で は な い 。   

(9)  企 業 活 動 や 漁 業 等 の 住 民 の 生 業 の 妨 げ に な ら な い 場

所 で あ る 。  
 

土 地 利 用 の

規 制  

(10 ) 法 律 等 に よ り 土 地 の 利 用 が 制 限 さ れ て い な い 。  
 

輸 送 ル ー ト  

(11 ) 高 速 道 路 の イ ン タ ー チ ェ ン ジ か ら 近 い 。   

(12 )  緊 急 輸 送 路 に 近 い 。   

(13 )  鉄 道 貨 物 駅 、 港 湾 が 近 く に あ る 。   

土 地 の 形 状  
(14 ) 起 伏 の な い 平 坦 地 で あ る 。   

(15 )  変 則 形 状 の 土 地 で は な い 。   

土 地 の 基 盤

整 備 の 状 況  

(16 ) 地 盤 が 硬 い 。   

(17 )  ア ス フ ァ ル ト 敷 き で あ る 。   

(18 )  暗 渠 排 水 管 が 存 在 し て い な い 。   

設 備  
(19 )  消 火 用 の 水 を 確 保 で き る 場 所 で あ る 。   

(20 )  電 力 を 確 保 で き る 場 所 で あ る 。   

被 災 考 慮  
(21 ) 各 種 災 害 （ 津 波 、 洪 水 、 土 石 流 等 ） の 被 災 エ リ ア で

は な い 。  
 

地 域 防 災 計

画 で の 位 置

付 け  

(22 ) 地 域 防 災 計 画 で 応 急 仮 設 住 宅 、 避 難 所 等 に 指 定 さ れ

て い な い 。  
 

(23 )  道 路 啓 開 の 順 位 が 高 い 。   

②

発

災

後

の

留

意

点 

仮 置 場 の 配

置  

(24 ) 仮 置 場 の 偏 在 を 避 け 、 仮 置 場 を 分 散 し て 配 置 す る 。  

 
 

被 災 地 と の

距 離  

(25 ) 被 災 地 の 近 く に あ る 。  
 

出 典 ： 大 規 模 災 害 発 生 時 に お け る 中 国 ブ ロ ッ ク 災 害 廃 棄 物 対 策 行 動 計 画  

（ 平 成 30 年 3 月  災 害 廃 棄 物 対 策 中 国 ブ ロ ッ ク 協 議 会 ）  
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  具 体 的 に は 、 次 の よ う に 順 位 付 け の 作 業 を 行 い 、 合 計 チ ェ ッ ク 数 を 点 数 化

（ ○ の 数 ） し 、 点 数 の 高 い 候 補 地 か ら 順 位 を 付 け る 。 災 害 発 生 後 に は 、 事 前

に 選 定 し た 候 補 地 の 中 で 、 被 災 し て い な い 優 先 度 の 高 い 所 か ら 選 定 し て い く

こ と と な る が 、 災 害 発 生 後 の 状 況 に 応 じ た 選 定 基 準 も 踏 ま え て 選 定 す る こ と

と な る 。  

表  12 一 次 ・ 二 次 仮 置 場 選 定 順 位 付 け 方 法  

候 補 地 名 /

所 在 地  

① 発 災 前 の 留 意 点  

点

数

（

○

の

数

） 

発

災

前

の

優

先

順

位 

② 発 災

後 の 留

意 点  

点

数

（

○

の

数

） 

発

災

後

の

優

先

順

位 

立

地

条

件 

前

面

道

路

幅 

所

有

者 

面

積 

周

辺

の

土

地

利

用 

土

地

利

用

の

規

制 

輸

送

ル

ー

ト 
土

地

の

形

状 

土

地

の

基

盤

整

備

の

状

況 

設

備 

被

災

考

慮 

地

域

防

災

計

画

で

の

位

置

付

け 

仮

置

場

の

配

置 

被

災

地

と

の

距

離 

A 公 園  

/ △ △ 町 ○

丁 目 -○  

 ○      ○       2 E －  －  2 4 

B 広 場  

/××町 ○

丁 目 -○  

○  ○  ○   ○  ○   ○   ○    7 A ○  －  8 1 

C 総 合 運 動

公 園  

/■ ■ 町 ○

丁 目 -○  

○  ○  ○      ○  ○     5 C ○  ○  7 2 

未 利 用 地 D 

/○ □ 町 ○

丁 目 -○  

   ○          1 E －  －  1 5 

E 公 園  

/△ □ 町 ○

丁 目 -○  

○  ○  ○  ○   ○  ○       6 B －  －  6 3 

 ※ 「 地 域 防 災 計 画 で の 位 置 付 け 」 は 計 画 段 階 の 位 置 付 け で あ る が 、 実 際 の 災 害

発 生 時 に お い て は 、 仮 置 場 候 補 地 が 仮 設 住 宅 建 設 予 定 地 な ど に 確 定 し て い た

場 合 は 、 計 画 段 階 の 有 無 に 関 わ ら ず 使 用 に つ い て は 調 整 が 必 要 で あ る 。  

 ※ 「 仮 置 場 の 配 置 」 の 「 ○ 」 は 、 他 の 仮 置 場 と の 配 置 バ ラ ン ス を 見 た 上 で の 評

価 で あ る た め 、 仮 置 場 単 独 で 評 価 す る こ と は 難 し い 。  

 ※ 「 発 災 後 の 優 先 順 位 」 は 、 優 先 順 位 の 高 い 方 か ら 利 用 調 整 に 着 手 す る 順 番 で

あ る 。  

 出 典 ： 大 規 模 災 害 発 生 時 に お け る 中 国 ブ ロ ッ ク 災 害 廃 棄 物 対 策 行 動 計 画  

（ 平 成 30 年 3 月  災 害 廃 棄 物 対 策 中 国 ブ ロ ッ ク 協 議 会 ）  
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(4) 一 次 仮 置 場 の 必 要 面 積  

表  13 一 次 仮 置 場 の 必 要 面 積  

ア  地 震 災 害  

想 定 す る 地 震 災 害 に よ る 本 市 に お け る 一 次 仮 置 場 の 必 要 面 積 は 、 次 の と

お り で あ る 。  

断 層 の 名 称  

一 次 仮 置 場 の 必 要 面 積 （ 単 位 ： ha）  

最 大 想 定  
１ ラ ン ク 下 の  

場 合  

２ ラ ン ク 下 の  

場 合  

鳥 取 県 西 部  21.63 1.72 0.20 

F55  8.45 0.41 0.20 

イ  水 害  

   想 定 す る 水 害 に よ る 一 次 仮 置 場 の 必 要 面 積 は 、 次 の と お り で あ る 。  

河 川 （ 水 系 ） 名  一 次 仮 置 場 の 必 要 面 積 （ 単 位 ： ha）  

日 野 川 水 系  

（ 日 野 川・法 勝 寺 川 ） 
4.66 

デ ー タ 提 供 ： 鳥 取 県  

 

(5) 仮 置 場 で の 分 別  

  住 民 用 仮 置 場 に お け る 分 別 に つ い て は 、 で き る 限 り 被 災 者 の 負 担 軽 減 を 考

慮 す る こ と が 求 め ら れ る 。 一 方 、 適 正 な 処 理 を 考 慮 し た 場 合 、 一 次 仮 置 場 で

の 分 別 と あ わ せ て 、 災 害 廃 棄 物 フ ロ ー の 入 り 口 と し て の 分 別 を 考 え る 必 要 が

あ る 。  

 ア  住 民 用 仮 置 場 で の 分 別 区 分  

   生 ご み 等 の 腐 敗 性 廃 棄 物 が 混 入 し な い 。  

 イ  一 次 仮 置 場 で の 分 別 区 分  

   県 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 に 基 づ き 、 次 の 区 分 を 基 本 と し て 種 類 ご と に 保 管

す る 。  

   な お 、 災 害 の 程 度 、 態 様 に よ り そ の 区 分 は 変 わ る が 、 平 成 28 年 （ 2016

年 ） の 鳥 取 県 中 部 地 震 で は 廃 瓦 が 最 も 多 く 排 出 さ れ 、 そ の ほ ぼ 全 量 が リ サ

イ ク ル さ れ た こ と を 踏 ま え 、 単 一 素 材 の 排 出 が 見 込 ま れ る 場 合 は 、 極 力 そ

の 素 材 ご と の 分 別 を 行 う 。  
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表  14 一 次 仮 置 場 で の 分 別 区 分  

区 分  例  

１ ） コ ン ク リ ー ト 系 混 合 物  解 体 建 物 に 係 る も の  

２ ） 木 質 系 混 合 物  解 体 建 物 に 係 る も の  

３ ） 金 属 系 混 合 物  解 体 建 物 の 鋼 材 、 金 属 系 の 什 器 等  

４ ） 不 燃 系 混 合 物  什 器 等  

５ ） 可 燃 系 混 合 物  木 製 家 具 、 可 燃 系 粗 大 ご み 等  

６ ） 廃 家 電 等  （ 家 電 ４ 品 目 、 小 型 家 電 ）  

７ ） 処 理 困 難 物  寝 具 、 畳 、 石 膏 ボ ー ド 等  

８ ） 危 険 物 ・ 有 害 物  消 火 器 、 高 圧 ボ ン ベ 、 薬 品 等  

  ※ 上 記 の ほ か 、 次 の よ う な 単 一 素 材 の 排 出 が 多 量 に 見 込 ま れ る 場 合 は 、 そ の

区 分 の エ リ ア を 設 置 す る 。  

・ 瓦   ・ 土 壁   ・ 石 膏 ボ ー ド   ・ 石 綿 含 有 疑 い の 廃 棄 物  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害廃棄物の分別について（環境省通知）  

 災 害 廃 棄 物 の 適 正 か つ 円 滑 ・ 迅 速 な 処 理 は 、 生 活 環 境 の 保 全 ・ 公 衆 衛 生

の 悪 化 の 防 止 に 非 常 に 重 要 で あ る 。 そ の た め 、 仮 置 場 へ の 搬 入 時 か ら 数 種

類 に 分 別 し て 保 管 す る こ と が 重 要 と な る 。 分 別 し た 方 が 処 理 期 間 の 短 縮 や

コ ス ト の 面 で も 有 利 に な る こ と か ら 、 環 境 省 災 害 廃 棄 物 対 策 室 が 推 奨 す る

分 別 区 分 は 、 次 の 12 分 別 で あ る 。  

 

区 分  

可 燃 系 混 合 物  廃 自 動 車 等  

不 燃 系 混 合 物  処 理 困 難 物 （ 布 団 等 ）  

コ ン ク リ ー ト 系 混 合 物  処 理 困 難 物 （ 廃 畳 等 ）  

木 質 系 混 合 物 （ 草 木 類 ）  危 険 物 ・ 有 害 物 等 （ 消 火 器 ）  

金 属 系 混 合 物  危 険 物 ・ 有 害 物 等 （ 灯 油 ）  

廃 家 電 等  危 険 物 ・ 有 害 物 等 （ ガ ス ボ ン ベ ）  
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仮置場の運営人数について  

 平 成 30 年 ７ 月 豪 雨 の 際 に 被 害 に あ っ た 各 市 に お け る 仮 置 場 の 状 況 は 、次

の と お り で あ る 。  

区 分  仮 置 場 の 名 称  
面 積

（ ㎡ ）  

運 営 人 数

（ 人 ）  
運 営 人 数 の 内 訳 ・ 詳 細  

岡 山 市  山 上 最 終 処 分 場 仮 置 場  3,0 00  平 常 時  

か ら 増 員 1 

重 機 操 作 増 員 1 

東 部 ク リ ー ン セ ン タ ー  3,6 00  平 常 時  

か ら 増 員 8 

委 託 業 者 増 員 2、 市 職 員 6 

西 部 リ サ イ ク ル プ ラ ザ  1,4 65  3  業 者 3 

上 道 公 園  10, 80 0  9～ 11  委 託 業 者 3（ 重 機 操 作 2、

誘 導 1）  

市 職 員 6～ 8 

宇 和 島 市  1.5 次 仮 置 場  

（ 名 称 非 公 開 ）  

21, 40 0  2 0～ 30  2 交 代 制 を と り 、支 援 職 員

を 含 め 50～ 60 人 /日  

倉 敷 市  吉 備 路 ク リ ー ン セ ン タ

ー  

15, 00 0  8  管 理 5、 誘 導 3（ 委 託 後 も

同 じ ）  

マ ー ビ ー ふ れ あ い セ ン

タ ー  

7,0 00  1 3  直 営 時 ： 管 理 10、 誘 導 3 

12  委 託 後 ： 管 理 7、 誘 導 5 

福 山 市  箕 沖 埋 立 地  85, 00 0  
業 者 委 託  

常 駐 2 人 、 他 作 業 に 応 じ

て  

出 典：平 成 30 年 度 大 規 模 災 害 時 に お け る 中 国 四 国 ブ ロ ッ ク で の 広 域 的 な 災 害 廃 棄 物

対 策 に 関 す る 調 査 検 討 業 務 報 告 書（ 平 成 31 年 3 月  環 境 省 中 国 四 国 地 方 環 境 事 務 所 ） 
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過去の災害等における廃棄物の処理及び仮置場  

＜ 平 成 12 年 鳥 取 県 西 部 地 震 ＞  

 被 害 の 多 く は 、 屋 外 で は 屋 根 瓦 の ず れ ・ 落 下 、 ブ ロ ッ ク 塀 等 の 倒 壊 ・ 破

損 、 屋 内 で は 食 器 、 花 瓶 、 人 形 ケ ー ス 、 電 化 製 品 の 落 下 等 に よ る 破 損 で あ

っ た 。 こ れ ら 不 燃 性 の ご み に つ い て は 、 地 区 内 の 不 燃 ご み 置 場 を 集 積 場 所

と し 、各 地 区 １ 回 ず つ ４ 日 間 に か け て 委 託 業 者 に よ る 特 別 収 集 を 実 施 し た 。 

な お 、 特 定 被 災 地 区 （ 成 実 地 区 ） の ガ レ キ に つ い て は 、 建 設 業 者 等 に 収

集 運 搬 ・ 処 分 の 委 託 を 行 っ た 。  

ま た 、 倒 壊 し た 一 部 の 家 屋 か ら 発 生 し た 災 害 廃 棄 物 の 特 別 収 集 を 業 者 委

託 に よ り 実 施 し た 。  

災 害 廃 棄 物 の 仮 置 場 は 米 子 市 安 倍 地 内 の 内 浜 処 理 場 敷 地 内 に 設 置 し た 。  

災 害 廃 棄 物 の 種 類  回 収 方 法  集 積 場 所  仮 置 場  

食 器 、 ト タ ン 、 ガ ラ ス

花 瓶 、 瓦 、 ブ ロ ッ ク な

ど  

特 別 収 集  

10 月 12 日 (木 )～

15 日 (日 ) 

地 区 内 の 不 燃 ご み

置 場  

内 浜 処 理 場 地 内  

仮 置 場 に 自 己 搬 入  

10 月 9 日 (月 )～ 15

日 (日 ) 

 

家 屋 解 体 等 廃 棄 物  解 体 業 者 に よ る 直

接 搬 入  

 内 浜 処 理 場 地 内  

墓 石 、 灯 籠 等  民 間 業 者 の 相 談 窓

口 を 紹 介  

  

仮 置 場 で は 、 次 の と お り 分 類 し て 保 管 し た 。  

仮 置 場 で の 分 類  

１  建 築 廃 木 材 等 （ 木 材 ・ 竹 材 ・ 畳 等 ）  

２  が れ き 類 （ ブ ロ ッ ク ・ コ ン ク リ ー ト ・ 瓦 ・ 基 礎 石 ）  

３  壁 土 等  

４  金 属 類  

５  そ の 他 （ ガ ラ ス 等 不 燃 物 ）  

＜ 平 成 22 年 豪 雪 ＞  

 豪 雪 に よ り 、 倒 木 や 折 れ た 枝 木 が 大 量 に 発 生 し た 。  

種 類  回 収 方 法  集 積 場 所  
一 時 保 管 ・ 搬 入  

場 所  

倒 木 （ 大 き さ は 問 わ な

い ）  

自 己 搬 入  

（ 無 料 ）  

 米 子 市 ク リ ー ン セ

ン タ ー  

枝 木 ※  通 常 収 集  可 燃 ご み 置 場  米 子 市 ク リ ー ン セ

ン タ ー  

※ 長 さ 90 ㎝ 程 度 、1 本 の 太 さ 直 径 10 ㎝ 未 満 、1 束 に し た 直 径 が 40 ㎝ 程 度 に 束 ね た 場

合 は 無 料 （ 収 集 シ ー ル 不 要 ）。 袋 に 入 れ る 場 合 は 有 料 袋 を 使 用 。  
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除去した障害物の集積場所  

＜ 市 地 域 防 災 計 画 ＞  

障 害 物 の 除 去 計 画 （ 抜 粋 ）  

 「 津 波 、 山 崩 れ 、 河 川 の 崩 壊 等 に よ っ て 、 道 路 、 住 居 又 は そ の 周 辺 に 運

ば れ た 土 砂 、 竹 木 等 の 障 害 物 に よ り 日 常 生 活 に 著 し い 支 障 及 び 危 険 を 与

え る と 予 想 さ れ る 場 合 、 こ れ を 除 去 し て 住 民 の 保 護 と 生 活 の 安 定 、 交 通

の 確 保 を 図 る 」  

 「 除 去 し た 障 害 物 は 、小・中 学 校 の 校 庭 、公 会 堂 及 び 市 民 体 育 館 の 前 庭 、

都 市 公 園 並 び に 市 有 地 の 内 か ら 、 次 に 掲 げ る 条 件 を 具 備 す る も の を 選 定

し 、 一 時 的 に 集 積 す る も の と す る 。  

 （ １ ） 障 害 物 除 去 現 場 に 近 い 場 所 で あ る こ と 。  

 （ ２ ） 再 び 人 命 、 財 産 に 被 害 を 与 え な い 安 全 な 場 所 で あ る こ と 。  

 （ ３ ） 道 路 交 通 の 障 害 と な ら な い 場 所 で あ る こ と 。  

 （ ４ ） 避 難 そ の 他 災 害 対 策 に 支 障 の な い 場 所 で あ る こ と 。」  

一度に大量に排出された廃棄物の処理及び仮置場  

＜ 平 成 19 年 ご み 処 理 有 料 化 前 の 駆 け 込 み 排 出 ＞  

 平 成 19 年 4 月 開 始 の ご み 処 理 有 料 化 に 伴 う 駆 け 込 み 排 出 に よ り 、 平 成

18 年 10 月 頃 か ら 不 燃 ご み ・ 不 燃 性 粗 大 ご み の 排 出 量 が 増 加 し 、 通 常 の 定

期 収 集 に よ る 回 収 や リ サ イ ク ル プ ラ ザ に お け る 処 理 が 困 難 と な っ た 。  

 平 成 19 年 2 月 21 日 か ら 仮 置 場 へ の 集 積 を 開 始 し 、 そ の 後 応 援 車 両 （ 直

営 ・ 委 託 ） に よ る 収 集 、 ご み 置 場 か ら の 金 属 く ず の 直 接 回 収 及 び 資 源 化 、

リ サ イ ク ル プ ラ ザ に お け る 搬 入 時 間 の 延 長 及 び 休 日 （ 土 曜 日 ） 運 転 、 業 者

委 託 に よ る 仮 置 場 か ら の 金 属 く ず 回 収 等 に よ り 処 理 を 行 い 、6 月 19 日 に 全

業 務 を 完 了 し た 。  

不 燃 ・ 不 燃 性 粗 大 ご み に つ い て は リ サ イ ク ル プ ラ ザ へ 搬 出 し 、 金 属 く ず

は 直 接 資 源 化 を 行 っ た 。  

種 類  回 収 方 法  集 積 場 所  仮 置 場  

不 燃 ご み ・  

不 燃 性 粗 大 ご み  

定 期 収 集 及 び 応 援

車 両 に よ る 収 集（ 土

曜 日 を 含 む ）  

ご み 置 場  ・ 米 子 市 ク リ ー ン セ ン タ ー  

・ 旧 清 掃 課 跡 地  

・ 内 浜 処 理 場  

・ 西 部 広 域 米 子 浄 化 場  

・ 西 部 広 域 エ コ ス ラ グ セ ン タ ー  

※ 処 理 量  

種 類  処 理 量 （ t）  

不 燃 ご み  496  

不 燃 性 粗 大 ご み  127  

金 属 く ず  205  

計  828  
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５  環境対策、モニタリング  

(1) 環 境 モ ニ タ リ ン グ  

  災 害 廃 棄 物 処 理 に お け る 生 活 環 境 の 悪 化 防 止 の 観 点 で 、 災 害 廃 棄 物 仮 置 場

等 に お け る 環 境 モ ニ タ リ ン グ を 次 の 表 を 基 本 と し て 適 切 に 実 施 す る も の と す

る 。 な お 、 実 施 に 当 た っ て は 、 県 と 協 力 し な が ら 実 施 す る も の と す る 。  

表  15 環 境 モ ニ タ リ ン グ 項 目  

項 目  実 施 場 所  調 査 項 目  備 考  

大 気 質  仮 置 場  

粉 塵 （ 一 般 粉 塵 ）、

浮 遊 粒 子 物 質  

作 業 内 容 等 を 勘 案 し て 頻 度 を 設

定  

ア ス ベ ス ト（ 特 定 粉

塵 ）  

堆 積 物 の 性 状 、 作 業 内 容 等 を 勘 案

し て 頻 度 を 設 定  

騒 音 ・

振 動  
仮 置 場  

騒 音 レ ベ ル  

振 動 レ ベ ル  

作 業 内 容 等 を 勘 案 し て 頻 度 を 設

定  

土 壌 等  仮 置 場  
土 壌 汚 染 法 対 策 法

の 調 査 の 項 目 等  
災 害 廃 棄 物 撤 去 後 に 実 施  

水 質  
仮 置 場 近 傍 の

公 共 用 水 域  

水 質 汚 濁 防 止 法 の

排 水 基 準 項 目  

公 共 用 水 域 へ の 影 響 が 見 込 ま れ

る 場 合 に 、 排 水 量 等 を 勘 案 し て 頻

度 を 設 定 し て 実 施  

臭 気  仮 置 場  
特 定 悪 臭 物 質 濃 度 、

臭 気 指 数 等  

仮 置 場 の 位 置 等 を 勘 案 し て 、 測 定

場 所 、 頻 度 を 設 定  

出 典 ： 鳥 取 県 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 （ 平 成 30 年 4 月  鳥 取 県 ）  

 

(2) 悪 臭 及 び 害 虫 発 生 の 防 止  

  災 害 廃 棄 物 の 処 理 に 当 た っ て は 、 腐 敗 性 廃 棄 物 を 優 先 的 に 処 理 し 、 必 要 に

応 じ て 消 石 灰 等 を 散 布 す る な ど 害 虫 の 発 生 を 防 止 す る 。  

  仮 置 場 な ど に お い て 悪 臭 や 害 虫 が 発 生 し た 場 合 に は 、 消 臭 剤 や 脱 臭 剤 、 殺

虫 剤 の 散 布 、 シ ー ト に よ る 被 覆 等 の 対 応 を 検 討 す る 。  

   

(3) 仮 置 場 に お け る 火 災 対 策  

  災 害 廃 棄 物 の 仮 置 場 へ の 搬 入 が 進 む と 、 積 み 上 げ た 災 害 廃 棄 物 の 火 災 の 発

生 が 懸 念 さ れ る 。  

  仮 置 場 に お け る 火 災 の 多 く は 、 い わ ゆ る 自 然 発 火 で あ り 明 確 な 原 因 は 不 明

で あ る が 、 で き る だ け 危 険 物 や 発 火 源 を 取 り 除 き 、 監 視 ・ モ ニ タ リ ン グ を 行

う こ と に よ り 、 未 然 に 防 止 す る こ と と す る 。  
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木くず等 可燃物等

消火活動や延焼防止のため

２m以上
発火や温度上昇を防止するため

５
m
以
下

ア  火 災 原 因 （ 危 険 物 や 発 火 源 ） の 除 去  

次 の 危 険 物 や 発 火 源 は 、 可 燃 性 廃 棄 物 と は 分 離 保 管 す る こ と と す る 。 ま

た 、 発 酵 速 度 の 速 い 畳 や 水 産 系 廃 棄 物 等 の 混 在 を 避 け る 。  

区 分  具 体 例  

危 険 物  ガ ス ボ ン ベ  

ラ イ タ ー  

ガ ソ リ ン  

灯 油  

タ イ ヤ 等 の 油 脂 類  

発 火 源  バ ッ テ リ ー  

電 池 （ 特 に リ チ ウ ム 電 池 ）  

バ ッ テ リ ー や 電 池 を 搭 載 す る 小 型 家 電 製 品 等  

 イ  仮 置 場 で の 運 営 管 理  

   木 く ず や 可 燃 物 は 、 発 火 と 発 熱 防 止 の 観 点 か ら 、 高 さ ５ メ ー ト ル 以 上 積

み 上 げ を 行 わ な い よ う に す る 。 ま た 、 万 が 一 の 火 災 発 生 時 の 消 火 活 動 を 容

易 に し 、 延 焼 を 防 止 す る た め 、 堆 積 物 同 士 の 離 間 距 離 を ２ メ ー ト ル 以 上 設

け る よ う に す る 。  

  出 典 ： 災 害 廃 棄 物 対 策 指 針 【 技 1-1 4- 5】（ 平 成 30 年 3 月  環 境 省 ）  

 

 

 

 

 

 

 

  

過去に発生した仮置場での火災について  

 平 成 19 年 開 始 の ご み 処 理 有 料 化 に 伴 っ て 前 年 度 に 大 量 に 排 出 さ れ た 不

燃 ・ 不 燃 性 粗 大 ご み の 仮 置 場 に お い て 、 平 成 19 年 5 月 15 日 、 カ セ ッ ト ボ

ン ベ の 爆 発 に よ る 火 災 が 発 生 し た 。  

消 火 器 で 火 災 は 消 し 止 め た が 、 他 に も ガ ス を 抜 い て い な い カ セ ッ ト ボ ン

ベ が 排 出 さ れ て い る 可 能 性 が あ っ た こ と か ら 、 火 災 対 策 と し て 、 仮 置 場 の

分 別 等 業 務 に 当 た っ て い た 委 託 業 者 か ら 貯 水 タ ン ク 及 び 噴 射 ポ ン プ を 借 上

げ て 配 置 し た 。  
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６  がれき撤去、損壊家屋等の解体・撤去  

 損 壊 家 屋 等 の 解 体 撤 去 （ 必 要 に 応 じ て 解 体 ） は 、 原 則 と し て 所 有 者 が 実 施 す

る も の で あ る 。 た だ し 、 災 害 の 規 模 や 状 況 に よ り 、 国 が 特 例 措 置 と し て 、 市 町

村 が 損 壊 家 屋 等 の 解 体 費 用 を 災 害 等 廃 棄 物 処 理 事 業 の 補 助 対 象 と な る 場 合 が あ

る た め 、大 規 模 災 害 発 生 時 に は 、補 助 対 象 の 有 無 に つ い て 国・県 と 協 議 を 行 う 。  

 な お 、 本 市 で は 、 平 成 12 年 （ 2000 年 ） 鳥 取 県 西 部 地 震 の 際 、 全 壊 又 は 半 壊

の り 災 証 明 の 判 定 を 受 け た 家 屋 等 を 市 が 解 体 撤 去 し て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) が れ き の 撤 去 及 び 損 壊 家 屋 等 の 解 体 撤 去 に 当 た っ て の 留 意 事 項  

  が れ き の 撤 去 及 び 損 壊 家 屋 等 の 解 体 撤 去 に 当 た っ て は 、 次 の 事 項 に 留 意 す

る 必 要 が あ る 。  

 ・ 市 は 通 行 上 支 障 が あ る が れ き 及 び 倒 壊 の 危 険 性 の あ る 損 壊 家 屋 等 を 優 先 的

に 撤 去 （ 必 要 に 応 じ て 解 体 ） す る 。 こ の 場 合 に お い て も 分 別 を 考 慮 し 、 ミ

ン チ 解 体 は 行 わ な い 。  

 ・ 損 壊 家 屋 等 の 優 先 的 な 撤 去 （ 必 要 に 応 じ て 解 体 ） に つ い て は 、 現 地 調 査 に

よ る 危 険 度 判 定 や 所 有 者 の 意 思 を 踏 ま え 決 定 す る 。 損 壊 家 屋 等 の 撤 去 （ 必

要 に 応 じ て 解 体 ） を 実 施 す る 場 合 、 被 災 市 区 町 村 は 所 有 者 の 意 思 を 確 認 す

る た め 申 請 方 法 を 被 災 者 へ 広 報 し 、 申 請 窓 口 を 設 置 す る 。 申 請 を 受 付 け た

損 壊 家 屋 等 に つ い て は 図 面 等 で 整 理 を 行 い 、 倒 壊 の 危 険 度 や 効 率 的 な 重 機

鳥取県西部地震の際の家屋等の解体撤去事例について  

事 業 名  内 容  期 間  
解 体 撤 去 費  

内 訳  

倒 壊 家 屋 解 体

処 理 事 業  

地 震 で 全 壊 あ る い は 半 壊 し た 住

宅 等 の 解 体 撤 去 を 市 が 行 う こ と

と し 、 申 込 み を 倒 壊 家 屋 解 体 相 談

室 で 受 付 け た 。  

11/7  

～ 12/25  

国 庫 補 助 1/2 

市 費 1/2 

※ 国 庫 補 助 対

象 外 に つ い て

は 県 費 1/2 

倒 壊 住 宅 解 体

支 援 事 業  

地 震 に よ り 現 に 居 住 す る 住 宅 が

全 壊 あ る い は 半 壊 し た 場 合 で 、 早

急 に 解 体 を 希 望 す る 方 に 対 す る

支 援 事 業 を 行 う こ と と し 、 申 込 み

を 倒 壊 家 屋 解 体 相 談 室 で 受 付 け

た 。  

3/1  

～ 3/30  

県 費 1/2 

市 費 1/2  
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の 移 動 を 実 現 で き る 順 番 な ど を 勘 案 し 、 撤 去 （ 必 要 に 応 じ て 解 体 ） の 優 先

順 位 を 検 討 す る 。  

 ・損 壊 家 屋 等 の 撤 去（ 必 要 に 応 じ て 解 体 ）を 実 施 す る 場 合 、市 は 申 請 受 付（ 損

壊 家 屋 等 の 所 有 者 の 意 思 確 認 ） と 並 行 し て 、 事 業 の 発 注 を 行 う 。 発 災 直 後

は 、 撤 去 （ 必 要 に 応 じ て 解 体 ） の 対 象 を 倒 壊 の 危 険 性 の あ る 損 壊 家 屋 等 に

限 定 す る こ と も 考 え ら れ る 。  

 ・撤 去（ 必 要 に 応 じ て 解 体 ）す る 損 壊 家 屋 等 の 中 に 家 具・家 財 道 具 、貴 重 品 、

思 い 出 の 品 等 が あ る 場 合 は 、所 有 者 確 認 を 行 っ た 上 で 、原 則 と し て 撤 去（ 必

要 に 応 じ て 解 体 ） 前 に 所 有 者 に 回 収 し て も ら う 。  

 ・ 撤 去 （ 必 要 に 応 じ て 解 体 ） を 行 う 事 業 者 が 決 定 次 第 、 建 設 リ サ イ ク ル 法 に

基 づ く 届 け 出 を 行 っ た 後 に 、 撤 去 （ 必 要 に 応 じ て 解 体 ） の 優 先 順 位 を 指 示

す る 。 撤 去 （ 必 要 に 応 じ て 解 体 ） の 着 手 に 当 た っ て は 、 損 壊 家 屋 等 の 所 有

者 の 立 ち 会 い を 求 め 、 撤 去 （ 必 要 に 応 じ て 解 体 ） の 範 囲 等 の 最 終 確 認 を 行

う 。  

 ・ 撤 去 （ 必 要 に 応 じ て 解 体 ） が 完 了 し た 段 階 で 撤 去 （ 必 要 に 応 じ て 解 体 ） を

行 っ た 事 業 者 か ら 報 告 を 受 け 、 物 件 ご と に 現 地 立 会 い （ 申 請 者 、 市 、 撤 去

（ 必 要 に 応 じ て 解 体 ） 事 業 者 ） を 行 い 、 履 行 を 確 認 す る 。  

 

(2) ア ス ベ ス ト 対 策  

  が れ き の 撤 去 及 び 損 壊 家 屋 の 撤 去 （ 必 要 に 応 じ て 解 体 ） に 当 た っ て は 、 関

係 機 関 と 連 携 し 、 撤 去 前 に ア ス ベ ス ト の 事 前 調 査 を 行 い 、 飛 散 性 ア ス ベ ス

ト （ 廃 石 綿 等 ） ま た は 非 飛 散 性 ア ス ベ ス ト （ 石 綿 含 有 廃 棄 物 ） が 発 見 さ れ

た 場 合 は 、 災 害 廃 棄 物 に ア ス ベ ス ト が 混 入 し な い よ う 適 切 に 除 去 を 行 い 、

「 ア ス ベ ス ト 廃 棄 物 」（ 廃 石 綿 等 ま た は 石 綿 含 有 廃 棄 物 ） と し て 適 正 に 処

分 す る 。  

な お 、 廃 石 綿 等 は 原 則 と し て 仮 置 場 に 持 ち 込 ま な い こ と と す る 。  

 

(3) 太 陽 光 パ ネ ル 、 蓄 電 池 等 へ の 対 応  

  太 陽 光 発 電 設 備 や 家 庭 用 、 業 務 用 の 蓄 電 池 等 の 撤 去 に 当 た っ て は 、 感 電 の

恐 れ が あ る た め 、 取 扱 い に 注 意 す る 。  

  ま た 、 電 気 自 動 車 や ハ イ ブ リ ッ ト 車 等 の 高 電 圧 の 蓄 電 池 を 搭 載 し た 車 両 を

扱 う 場 合 に は 、 感 電 す る 危 険 性 が あ る こ と か ら 、 十 分 に 安 全 性 に 配 慮 し て 作

業 を 行 う 。  
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損壊家屋等の危険度
判定・り災証明証

撤去（必要に応じて解体）
申請窓口の設置

申請方法の広報

撤去（必要に応じて解体）
事業の発注

申請の受付

撤去（必要に応じて解体）
を行う事業者の決定

撤去（必要に応じて解体）
対象建物の整理

撤去（必要に応じて解体）
優先順位の検討

撤去（必要に応じて解体）
を行う事業者への
指示・連絡

撤去（必要に応じて解体）
状況の確認

撤去（必要に応じて解体）
損壊家屋等の所有者の
立会（最終確認）

(4) 損 壊 家 屋 等 の 撤 去 （ 必 要 に 応 じ て 解 体 ） の 手 順  

災 害 発 生 後 に は 、 公 費 に よ る 損 壊 家 屋 等 の 解 体 （ 必 要 に 応 じ て 撤 去 ） を 実

施 す る か 判 断 し 、 実 施 す る 場 合 は 関 係 部 局 と 連 携 し 作 業 を 行 う 。 そ の 際 の 手

順 は 次 の と お り で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  4 損 壊 家 屋 等 の 撤 去 （ 必 要 に 応 じ て 解 体 ） の 手 順 （ 例 ）  

出 典 ： 災 害 廃 棄 物 対 策 指 針 （ 平 成 30 年 3 月  環 境 省 ）  
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７  選別・処理・再資源化  

 災 害 廃 棄 物 を 再 資 源 化 す る こ と は 、 最 終 処 分 量 を 減 少 さ せ 、 そ の 結 果 と し て

最 終 処 分 場 の 延 命 化 に 繋 が る 。 ま た 、 処 理 期 間 の 短 縮 な ど に 有 効 で あ る た め 、

廃 棄 物 の 排 出 や 損 壊 家 屋 等 の 撤 去 （ 必 要 に 応 じ て 解 体 ） 段 階 か ら 分 別 す る こ と

を 積 極 的 に 実 施 す る 。  

災 害 廃 棄 物 の 処 理 に 当 た っ て は 、 廃 棄 物 の 種 類 に 応 じ て 処 理 の 際 に 留 意 す る

点 な ど が 異 な る 。 こ の た め 、 廃 棄 物 の 種 類 に 応 じ て 適 正 な 処 理 を 実 施 す る 。  

表  16 災 害 廃 棄 物 の 種 類 別 処 理 方 法  

種 類  基 本 的 事 項  

混 合 可 燃 物  ・混 合 可 燃 物 は 、家 屋 系 大 型 木 材 、畳 、家 具 類 や 様 々 な プ ラ ス チ ッ

ク 製 廃 材 な ど 可 燃 系 の 廃 棄 物 が 混 合 し て 発 生 し た も の を い う 。  

・木 く ず 、畳 や 廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 な ど は 、リ サ イ ク ル 可 能 な 物 も 多

い た め 、仮 置 場 で の 分 別 を 徹 底 す る こ と で 、焼 却 処 分 量 を 大 幅 に 減

ら す こ と が で き る 。  

・混 合 可 燃 物 は 重 量 の 割 に 容 積 が 大 き く 、大 量 に 発 生 す る 。保 管 す

る 際 に は 、自 然 発 火 し や す い こ と を 念 頭 に 置 き 、十 分 な 保 管 ス ペ ー

ス を 確 保 す る と と も に 火 災 防 止 対 策 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 ま

た 、季 節 に よ っ て は 腐 敗 し や す い た め 、長 期 間 の 保 管 を 避 け る 必 要

が あ る 。特 に 仮 設 焼 却 炉 を 設 置 す る 場 合 は 、施 設 設 置 ま で 相 当 な 期

間 を 要 す る た め 、既 設 の 焼 却 炉 と の 連 携 を 図 り 、速 や か に 処 理 を 行

う こ と が 求 め ら れ る 。  

海 水 を 被 っ た 木 材

等 （ 塩 分 除 去 ）  

・潮 だ ま り に 長 期 間 浸 っ た 砂 ま み れ の 流 木 や 薄 い 合 板 等 の 木 材 は 塩

分 濃 度 が 高 い た め 、そ の ま ま 焼 却 す る と 塩 化 水 素 や ダ イ オ キ シ ン 類

の 発 生 が 懸 念 さ れ る 。仮 置 場 で 一 定 期 間 降 雨 に さ ら し 、塩 分 を 抜 く

必 要 が あ る 。  

・塩 分 が 抜 け た と 判 断 さ れ る 木 材 に つ い て は 、再 利 用 等 の 可 能 性 も

あ る 。焼 却 処 理 す る 場 合 は 、十 分 な 排 ガ ス 処 理 機 能 を 有 す る 高 温 焼

却 （ 800℃ 以 上 ） を 行 う こ と が 理 想 で あ る 。  

・塩 分 が 低 下 し 気 温 が 上 昇 す る と 、カ ビ が 繁 殖 し た り 、キ ノ コ が 生

え た り す る た め 、必 要 に 応 じ 消 石 灰 散 布 や 、塩 分 低 下 後 の 速 や か な

焼 却 等 の 措 置 を 講 ず る 。  

木 質 系 廃 棄 物  ・木 材 は 製 紙 原 料 や パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド な ど の マ テ リ ア ル リ サ イ ク

ル や 、セ メ ン ト 燃 料 、ボ イ ラ ー 燃 料 な ど の サ ー マ ル リ サ イ ク ル の 他

に も 堆 肥 と し て 利 用 さ れ る な ど 、 リ サ イ ク ル 用 途 は 多 岐 に 渡 る 。  

・木 材 は 目 視 で 判 別 す る こ と が 容 易 な た め 、分 別 し や す い 品 目 で あ

り 、ま た 発 生 量 も 多 い こ と か ら 、早 い 段 階 で 他 の 廃 棄 物 と 混 ぜ な い

よ う に 抜 き だ す 。  

・リ サ イ ク ル 用 途 に つ い て は 、搬 出 先 の 受 入 条 件 に 制 限 が あ る 可 能

性 が あ る た め 、そ れ ら を 踏 ま え 適 正 な 処 理 を 行 う 必 要 が あ る 。受 入

条 件 の 例 は「 災 害 廃 棄 物 分 別・処 理 実 務 マ ニ ュ ア ル － 東 日 本 大 震 災

を 踏 ま え て 」（ 一 般 社 団 法 人 廃 棄 物 資 源 循 環 学 会 ） に 掲 載 さ れ て い

る た め 参 照 の こ と 。  
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・木 材 を チ ッ プ 化 す る 場 合 は 、腐 敗 や 火 災 防 止 等 の 観 点 か ら 加 工 の

直 前 に 行 う こ と が 望 ま し い 。  

コ ン ク リ ー ト 、 ア

ス フ ァ ル ト 類  

・コ ン ク リ ー ト が ら 及 び ア ス フ ァ ル ト が ら は 、震 災 に 関 わ ら ず 、日

常 的 に 建 設 工 事 か ら 大 量 に 発 生 し て お り 、建 設 廃 棄 物 の 中 で も 最 も

リ サ イ ク ル さ れ て い る 品 目 で あ る 。ま た 、単 体 で 分 別・保 管 し や す

い 。  

・こ れ ら の 再 資 源 化 施 設 は 、古 く か ら 全 国 的 に 整 備 さ れ 、コ ン ク リ

ー ト が ら は 再 生 路 盤 材 や 埋 め 戻 し 材 と し て 、ア ス フ ァ ル ト が ら は ア

ス フ ァ ル ト 原 料 と し て 広 く 再 利 用 さ れ て い る 。  

・ま た 、事 業 者 自 ら が 工 事 現 場 内 に 移 動 式 破 砕 機 を 設 置 し て 、再 利

用 す る ケ ー ス も 多 い 。  

・災 害 後 の 復 旧・復 興 工 事 に お い て は 、埋 め 戻 し 材 と し て 欠 く こ と

の で き な い 建 設 材 料 で あ り 、発 生 量 が ほ ぼ 全 量 被 災 地 内 で 再 利 用 さ

れ る 可 能 性 が 高 い 。  

・運 搬 に 当 た っ て は 、過 積 載 に な ら な い よ う 適 切 な 量 を 積 み 込 む よ

う 心 が け る 。  

廃 タ イ ヤ 類  ・津 波 災 害 に お い て は 、流 さ れ た 自 動 車 や 自 動 車 修 理 工 場 ま た は タ

イ ヤ 販 売 店 等 由 来 の タ イ ヤ が 大 量 に 発 生 す る 。  

・タ イ ヤ は リ サ イ ク ル 専 門 業 者 ル ー ト に よ る リ サ イ ク ル が 進 ん で い

る 。  

・タ イ ヤ は そ の 中 空 構 造 か ら 嵩 張 る た め 、仮 置 場 で は 十 分 な ス ペ ー

ス を 確 保 し な け れ ば な ら な い 。  

・ タ イ ヤ 及 び ホ イ ー ル 自 体 は 、 非 常 に 性 状 の 安 定 し た 製 品 で あ り 、

人 体 及 び 環 境 に 対 す る 危 険 性 は 低 い 。し か し 、膨 大 な 量 が 発 生 す る

場 合 、 適 切 な 対 応 が 求 め ら れ る 。  

・一 度 燃 え だ す と 消 化 が 困 難 な た め 、十 分 な 火 災 防 止 整 備 を 備 え る

と と も に 、た ま っ た 水 が 原 因 で 発 生 す る 蚊 や 悪 臭 の 対 策 を 講 じ る 必

要 が あ る 。  

家 電 リ サ イ ク ル 法

対 象 製 品  

・家 電 リ サ イ ク ル 法 対 象 製 品（ テ レ ビ 、エ ア コ ン 、冷 蔵 庫・冷 凍 庫 、

洗 濯 機・乾 燥 機 ）に つ い て は 、原 則 と し て リ サ イ ク ル 可 能 な も の は

家 電 リ サ イ ク ル 法 ル ー ト で リ サ イ ク ル を 行 う 。  

・分 別 が 可 能 な 場 合 は 、災 害 廃 棄 物 の 中 か ら 可 能 な 範 囲 で 家 電 リ サ

イ ク ル 法 対 象 品 目 を 分 別 し 、 仮 置 場 に て 保 管 す る 。  

・破 損・腐 食 の 程 度 等 を 勘 案 し 、リ サ イ ク ル 可 能（ 有 用 な 資 源 の 回

収 が 見 込 め る ）か 否 か を 自 治 体 が 判 断 し 、リ サ イ ク ル が 見 込 め る 場

合 、指 定 取 引 場 所 に 搬 入 す る 。リ サ イ ク ル が 見 込 め な い 場 合 、災 害

廃 棄 物 と し て 他 の 廃 棄 物 と 一 括 で 処 理 す る 。  

そ の 他 の 家 電 製 品  ・想 定 さ れ る 家 電 製 品 と し て は 、PC、携 帯 電 話 、小 型 家 電 に 分 類 さ

れ る も の が ほ と ん ど で 、有 価 物 と し て 流 通 す る リ サ イ ク ル ル ー ト で

の 処 理 が 望 ま し い 。  

廃 自 動 車  ・ 被 災 自 動 車 の 処 分 に は 、 原 則 と し て 所 有 者 の 意 思 確 認 が 必 要 。  

・自 動 車 リ サ イ ク ル 法 に 則 る た め 、被 災 自 動 車 を 撤 去・移 動 し 、所

有 者 も し く は 引 取 業 者（ 自 動 車 販 売 業 者 、解 体 業 者 ）へ 引 き 渡 す ま

で の 仮 置 場 で の 保 管 が 主 た る 業 務 と な る 。  

・電 気 自 動 車 や ハ イ ブ リ ッ ド 車 等 の 高 電 圧 の 蓄 電 池 を 搭 載 し た 車 両

を 取 扱 う 場 合 に は 、感 電 す る 危 険 性 が あ る こ と か ら 、運 搬 に 際 し て
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も 作 業 員 に 絶 縁 防 具 や 保 護 具 （ マ ス ク 、 保 護 め が ね 、 絶 縁 手 袋 等 ）

の 着 用 や 高 電 圧 配 線 を 遮 断 す る な ど 、十 分 に 安 全 性 に 配 慮 し て 作 業

を 行 う 。  

廃 バ イ ク  ・ 処 分 に は 、 原 則 と し て 所 有 者 の 意 思 確 認 が 必 要 。  

・ ハ ン ド ル 、 車 体 （ フ レ ー ム ）、 ガ ソ リ ン タ ン ク 、 エ ン ジ ン 、 前 後

輪 が 一 体 と な っ て い る も の は 、二 輪 車 リ サ イ ク ル シ ス テ ム を 利 用 す

る こ と が 望 ま し い 。  

・二 輪 車 リ サ イ ク ル シ ス テ ム に 則 る た め 、地 方 公 共 団 体 と し て は 被

災 域 か ら 撤 去・移 動 し 、所 有 者 も し く は 引 取 業 者（ 廃 棄 二 輪 取 扱 店 、

指 定 引 取 窓 口 ）へ 引 き 渡 す ま で の 仮 置 場 で の 保 管 が 主 た る 業 務 と な

る 。  

廃 船 舶  ・移 動 可 能 な 船 舶 は 、必 要 に 応 じ 随 時 、仮 置 場 に 移 動 し て 差 し 支 え

な い 。  

・外 形 上 明 ら か に 効 用 を 失 っ た 被 災 船 舶 は 処 理 可 能 と す る 。効 用 の

有 無 と 判 断 基 準 は 技 術 資 料 1-20 - 1 0 を 参 照 の こ と 。  

・ 被 災 船 舶 の 処 理 は 所 有 者 が 行 う こ と が 原 則 で あ る が 、「 災 害 そ の

他 の 事 柄 に よ り 特 に 必 要 と な っ た 廃 棄 物 の 処 理 」と し て 被 災 市 町 村

が 処 理 を 行 う 場 合 は 国 庫 補 助 対 象 と な る 。  

・FRP 船 の 場 合 は 、FRP 船 リ サ イ ク ル シ ス テ ム の 利 用 も 有 用 で あ る 。 

水 産 廃 棄 物  ・水 産 廃 棄 物 に は 、魚 体 そ の も の あ る い は 水 産 加 工 品（ 容 器 包 装 さ

れ て い る も の ） の 主 に ２ 種 類 が 挙 げ ら れ る 。  

・公 衆 衛 生 の 確 保 を 念 頭 に お き 、処 理・処 分 を 行 う 際 に は 、ま ず 腐

敗 物 へ の 対 応 を 優 先 し 、市 中 と 往 来 か ら 速 や か に 排 除 、も し く は 腐

敗 を 遅 ら せ る 措 置 （ 石 灰 散 布 な ど ） を と る 。  

・緊 急 度 に 応 じ て 、し 尿 処 理 施 設 等 へ の 投 入 、焼 却 、環 境 水 で の 洗

浄 、限 定 的 な 海 洋 投 棄 等 の 方 法 を 、関 連 法 令 に 留 意 し 、衛 生 環 境 を

確 保 し な が ら 行 う 。  

農 林 ・ 畜 産 廃 棄 物  ・農 林・畜 産 廃 棄 物 は 発 生 量 と 腐 敗 の 進 行 具 合 に よ っ て は 緊 急 的 な

対 応 が 必 要 と な る 場 合 が あ る 。  

・そ の た め 、優 先 度 に 応 じ て 、し 尿 処 理 施 設 等 へ の 投 入 、焼 却 、埋

立 等 を 関 係 法 令 に 留 意 し 、 衛 生 環 境 を 確 保 し な が ら 行 う 。  

津 波 堆 積 物  ・津 波 堆 積 物 は 、主 成 分 で あ る 砂 泥 の 他 に 、陸 上 に 存 在 し て い た 様 々

な も の を 巻 き 込 ん で い る 。 そ の た め 、 性 状 や 組 成 が 一 様 で は な く 、

人 の 健 康 や 生 活 環 境 へ の 影 響 が 懸 念 さ れ る も の が 含 ま れ る 可 能 性

が あ り 、 取 扱 い に は 十 分 注 意 を 払 う 必 要 が あ る 。  

・「 東 日 本 大 震 災 津 波 堆 積 物 処 理 指 針 」（ 平 成 23 年 7 月 13 日 ）の 基

本 的 な 考 え 方 や 留 意 事 項 を 参 考 に す る 。  

・有 機 物 や 泥 状 物 を 含 む 津 波 堆 積 物 は 、腐 敗 に よ る 臭 気 や 乾 燥 に よ

る 粉 じ ん が 発 生 す る 恐 れ が あ る た め 、迅 速 な 撤 去 が 必 要 で あ る 。撤

去 が 困 難 な 場 合 は 、消 石 灰 等 の 薬 剤 を 散 布・混 合 す る 等 の 応 急 的 対

策 を 講 ず る 。  

石 綿  ・地 震 ま た は 津 波 に よ り 被 災 し た 建 物 等 は 、解 体 ま た は 撤 去 前 に ア

ス ベ ス ト の 事 前 調 査 を 行 い 、飛 散 性 ア ス ベ ス ト（ 廃 石 綿 等 ）ま た は

非 飛 散 性 ア ス ベ ス ト（ 石 綿 含 有 廃 棄 物 ）が 発 見 さ れ た 場 合 は 、災 害

廃 棄 物 に ア ス ベ ス ト が 混 入 し な い よ う 適 切 に 除 去 を 行 い 、「 ア ス ベ

ス ト 廃 棄 物 」（ 廃 石 綿 ま た は 石 綿 含 有 廃 棄 物 ） と し て 適 正 に 処 分 す
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る 。  

・ 廃 石 綿 は 原 則 と し て 仮 置 場 に 持 ち 込 ま な い 。  

・仮 置 場 で 災 害 廃 棄 物 中 に ア ス ベ ス ト を 含 む 恐 れ が あ る も の が 見 つ

か っ た 場 合 は 、分 析 に よ っ て 確 認 す る 。分 析 方 法 と し て 、偏 光 顕 微

鏡 法 や 可 搬 型 の X 線 回 析 と 実 体 顕 微 鏡 と の 組 合 せ に よ る 迅 速 分 析

は 、現 場 で 短 時 間 に 定 性 分 析 が 可 能 で あ る た め 、災 害 時 対 応 に 有 用

で あ る 。  

・撤 去・解 体 及 び 仮 置 場 に お け る 破 砕 処 理 現 場 周 辺 作 業 で は 、ア ス

ベ ス ト 暴 露 防 止 の た め に 適 切 な マ ス ク を 着 用 し 、 散 水 等 を 適 宜 行

う 。  

出 典 ： 災 害 廃 棄 物 対 策 指 針 【 技 1-2 0- 1～ 14】（ 平 成 30 年 3 月  環 境 省 ） 等 を 基 に 作 成  

 

 再 資 源 化 の 方 法 例 は 次 の と お り で あ る 。  

表  17 再 資 源 化 の 方 法 例  

災 害 廃 棄 物  処 理 方 法 （ 最 終 処 分 、 リ サ イ ク ル 方 法 ）  

可 燃 物  分 別 可 能 な  

場 合  

・ 家 屋 解 体 廃 棄 物 、 畳 ・ 家 具 類 は 生 木 、 木 材 等 を 分 別 し 、 塩

分 除 去 を 行 い 木 材 と し て 利 用 。  

・ 塩 化 ビ ニ ル 製 品 は リ サ イ ク ル が 望 ま し い 。  

分 別 不 可 な  

場 合  

・ 脱 塩 ・ 破 砕 後 、 焼 却 し 、 埋 立 等 適 正 処 理 を 行 う 。  

コ ン ク リ ー ト が ら  ・ 40 ㎜ 以 下 に 破 砕 し 、 路 盤 材 （ 再 生 ク ラ ッ シ ャ ラ ン ）、 液 状

化 対 策 材 、 埋 立 材 と し て 利 用 。  

・ 埋 め 戻 し 材 ・ 裏 込 め 材 （ 再 生 ク ラ ッ シ ャ ラ ン ・ 再 生 砂 ） と

し て 利 用 。 最 大 粒 径 は 利 用 目 的 に 応 じ て 適 宜 選 択 し 中 間 処 理

を 行 う 。  

・ 5～ 25 ㎜ に 破 砕 し 、 二 次 破 砕 を 複 数 回 行 う こ と で 再 生 粗 骨

材 Ｍ に 利 用 。  

木 く ず  ・ 生 木 等 は で き る だ け 早 い 段 階 で 分 別 ・ 保 管 し 、 製 紙 原 料 と

し て 活 用 。  

・ 家 屋 系 廃 木 材 は で き る だ け 早 い 段 階 で 分 別 ・ 保 管 し 、 チ ッ

プ 化 し て 各 種 原 料 や 燃 料 と し て 活 用 。  

金 属 く ず  ・ 有 価 物 と し て 売 却 。  

家 電  リ サ イ ク ル  

可 能 な 場 合  

・ テ レ ビ 、 エ ア コ ン 、 冷 蔵 庫 ・ 冷 凍 庫 、 洗 濯 機 ・ 乾 燥 機 等 は

指 定 引 取 場 所 に 搬 入 し て リ サ イ ク ル す る 。  

リ サ イ ク ル  

不 可 能 な 場 合  

・ 災 害 廃 棄 物 と し て 他 の 廃 棄 物 と 一 括 で 処 理 す る 。  

自 動 車  ・ 自 動 車 リ サ イ ク ル 法 に 則 り 、 被 災 域 か ら の 撤 去 ・ 移 動 、 所

有 者 も し く は 処 理 業 者 引 渡 し ま で 一 次 集 積 所 で 保 管 す る 。  

廃  

タ イ ヤ  

使 用 可 能 な  

場 合  

・ 現 物 の ま ま 公 園 等 で 活 用 。  

・ 破 砕 ・ 裁 断 処 理 後 、 タ イ ヤ チ ッ プ （ 商 品 化 ） し 製 紙 会 社 、

セ メ ン ト 会 社 等 へ 売 却 す る 。  

・ 丸 タ イ ヤ の ま ま の 場 合 域 外 に て 破 砕 後 、 適 宜 リ サ イ ク ル す
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る 。  

・ 有 価 物 と し て 買 取 業 者 に 引 き 渡 し 後 域 外 に て 適 宜 リ サ イ ク

ル す る 。  

使 用 不 可 な  

場 合  

・ 破 砕 後 、 埋 立 ・ 焼 却 を 行 う 。  

木 く ず 混 入 土 砂  ・ 最 終 処 分 を 行 う 。  

・ 異 物 除 去 ・ カ ル シ ア 系 改 質 材 添 加 等 に よ る 処 理 に よ り 、 改

質 土 と し て 有 効 利 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 そ の 場 合 除 去 し

た 異 物 や 木 く ず も リ サ イ ク ル を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。  

出 典 ： 災 害 廃 棄 物 対 策 指 針 【 技 1-1 8- 1】（ 平 成 30 年 3 月  環 境 省 ）  
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８  最終処分  

 災 害 廃 棄 物 は 仮 置 場 に お い て 選 別 し た 後 、 有 効 利 用 で き な い も の は 、 可 燃 物

は 焼 却 処 理 、 不 燃 物 は 埋 立 て 処 分 す る こ と に な る 。  

最 終 処 分 量 を 削 減 で き る よ う 仮 置 場 で の 選 別 精 度 の 向 上 に 努 め る と と も に 、

鳥 取 県 西 部 広 域 行 政 管 理 組 合 が 委 託 し て い る 民 間 の 最 終 処 分 場 （ 環 境 プ ラ ン ト

工 業 一 般 廃 棄 物 第 ２ 最 終 処 分 場 ） で の 処 理 が 見 込 め な い 場 合 は 、 県 と 協 力 し 、

県 内 の 他 の 一 般 廃 棄 物 最 終 処 分 場 及 び 県 外 の 民 間 一 般 廃 棄 物 最 終 処 分 場 又 は 産

業 廃 棄 物 管 理 型 最 終 処 分 場 等 、 処 理 先 を 確 保 す る 必 要 が あ る 。  

 

 

  

一般廃棄物を産業廃棄物処理施設で処理することについて  

廃 棄 物 処 理 法 第 15 条 の ２ の ５ の 規 定 に よ り 、産 業 廃 棄 物 処 理 施 設 の 設 置 者

が 、 一 般 廃 棄 物 の う ち 産 業 廃 棄 物 処 理 施 設 で 処 理 さ れ る 産 業 廃 棄 物 と 同 様 の

性 状 を 有 す る も の と し て 環 境 省 令 で 定 め る も の を 処 理 し よ う と す る 場 合 に

は 、 都 道 府 県 知 事 に 事 前 に 届 出 を す れ ば 、 当 該 産 業 廃 棄 物 処 理 施 設 を 一 般 廃

棄 物 処 理 施 設 と み な し 、 一 般 廃 棄 物 を 処 理 す る こ と が で き る こ と と さ れ て い

る （ 非 常 災 害 時 は 、 処 理 開 始 後 、 遅 滞 な く 届 け 出 れ ば 足 り る 。）。  

廃 棄 物 処 理 法 施 行 規 則 第 12 条 の ７ の 16 第 １ 項 に お い て は 、 地 下 水 汚 染 防

止 等 の 措 置 が 講 じ ら れ て い る 一 般 廃 棄 物 処 理 施 設 と 同 様 の 性 状 を 有 す る 管 理

型 最 終 処 分 場 の 設 置 者 に 限 り 、 上 記 届 出 に よ り 当 該 施 設 を 一 般 廃 棄 物 処 理 施

設 と み な す こ と が で き る と さ れ て い る 。  

そ の た め 、 災 害 廃 棄 物 （ 一 般 廃 棄 物 ） の う ち コ ン ク リ ー ト く ず 等 を 安 定 型

最 終 処 分 場 に お い て 埋 立 処 分 す る 場 合 に は 、 通 常 、 一 般 廃 棄 物 処 理 施 設 の 設

置 に 関 す る 都 道 府 県 知 事 の 許 可 が 必 要 で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

し か し 、 過 去 の 災 害 に お い て は 、 膨 大 な 量 の 災 害 廃 棄 物 の 迅 速 か つ 適 切 な

処 理 の た め 、 特 例 省 令 に よ り 、 安 定 型 最 終 処 分 場 に お い て も 同 一 性 状 の も の

に 限 り 届 出 で 一 般 廃 棄 物 を 処 理 可 能 と し た 例 が あ る た め 、 災 害 廃 棄 物 が 既 存

の 一 般 廃 棄 物 最 終 処 分 場 で 処 分 が で き な い 場 合 は 確 認 が 必 要 で あ る 。  

 

災害廃棄物  

産 業 廃棄物管理 型最 終処分場  

産 業 廃棄物安定 型最 終処分場  許 可 必要  

届 出 のみ  
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９  有害廃棄物・適正処理が困難な廃棄物の対策  

 有 害 性 ・ 危 険 性 が あ る 廃 棄 物 の 多 く は 、 通 常 で も 市 の 施 設 で 処 理 が で き な い

た め 、 専 門 の 処 理 業 者 や メ ー カ ー 等 に よ る 回 収 ・ 処 分 が 行 わ れ て い る 。  

 こ の よ う な 有 害 ・ 危 険 物 が 地 震 や 津 波 、 水 害 等 に よ り 流 出 し 、 適 切 な 処 理 が

行 わ れ ず に 放 置 さ れ た り 、 適 切 に 分 別 さ れ ず 混 合 状 態 の ま ま 仮 置 場 に 排 出 さ れ

る と 、 環 境 ・ 健 康 へ の 長 期 的 影 響 や 災 害 復 旧 の 障 害 を 起 こ す 恐 れ が あ る 。  

 し た が っ て 、 有 害 ・ 危 険 物 の う ち 、 通 常 産 業 廃 棄 物 （ 特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 を

含 む ） に 該 当 す る も の は 、 事 業 者 の 責 任 に お い て 処 理 す る こ と を 原 則 と し 、 通

常 一 般 廃 棄 物 に 該 当 す る も の は 、 排 出 に 関 す る 優 先 順 位 や 適 切 な 処 理 方 法 等 に

つ い て 住 民 に 広 報 す る も の と す る 。  

表  18 対 象 と す る 有 害 ・ 危 険 物  

区 分  項 目  排 出 方 法  

有 害 性 物 質

を 含 む も の  

廃 農 薬 、 殺 虫 剤 、 そ の 他

薬 品 （ 家 庭 薬 品 で な い も

の ）  

購 入 先 や 販 売 店 、専 門 の 業 者 に 回 収 依 頼  

塗 料 、 ペ ン キ  購 入 先 や 販 売 店 、専 門 の 業 者 に 回 収 依 頼  

廃

電

池

類 

小 型 充 電 式 電 池（ ニ カ

ド 電 池 、ニ ッ ケ ル 水 素

電 池 、リ チ ウ ム イ オ ン

電 池 ）  

リ サ イ ク ル 協 力 店（ 電 器 店 等 ）の リ サ イ

ク ル BOX へ  

ボ タ ン 電 池  通 常 収 集 の 「 乾 電 池 」 と し て 排 出  

※ ボ タ ン 電 池 回 収 協 力 店 （ 家 電 量 販 店 ・

補 聴 器 取 扱 店 等 ）で も 無 料 回 収 し て い る  

カ ー バ ッ テ リ ー  購 入 先 や 販 売 店 、専 門 の 業 者 に 回 収 依 頼  

廃 蛍 光 管  通 常 収 集 の「 蛍 光 管 ・ 水 銀 体 温 計 」と し

て 排 出  

危 険 性 が あ

る も の  

灯 油 、 ガ ソ リ ン 、 エ ン ジ

ン オ イ ル  

購 入 先 や 販 売 店 、専 門 の 業 者 に 回 収 依 頼  

有 機 溶 剤 （ シ ン ナ ー 等 ）  購 入 先 や 販 売 店 、専 門 の 業 者 に 回 収 依 頼  

ガ ス ボ ン ベ  LP ガ ス 事 業 者 又 は (株 )エ ル ピ ー ガ ス 協

会 に 回 収 依 頼  

カ セ ッ ト ボ ン ベ ・ ス プ レ

ー 缶  

使 い 切 っ て か ら 排 出 す る 場 合 は 、穴 を 開

け て 通 常 収 集 の「 不 燃 ご み 」と し て 排 出  

消 火 器  【 問 合 せ 先 】消 火 器 リ サ イ ク ル 推 進 セ ン

タ ー  

感 染 性 廃 棄

物 （ 家 庭 ）  

使 用 済 み 注 射 器 針 、 使 い

捨 て 注 射 器 等  

通 院 中 の 医 療 機 関 や 入 手 先 の 薬 局 等 に

回 収 依 頼  
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(1) 有 害 物 質 等 の 保 管 場 所 に つ い て  

  化 学 物 質 排 出 移 動 量 届 出 制 度（ PRTR 制 度 ）の 情 報 に 基 づ く 、市 内 の 第 一 種

指 定 化 学 物 質 に 関 す る 届 出 事 業 所 数 は ５ ０ 事 業 所（ 平 成 31 年 2 月 現 在 ）で あ

る 。 事 業 所 の 所 在 地 及 び そ の 主 た る 業 種 に つ い て は 次 の と お り で あ る 。  

表  19 米 子 市 内 の PRTR 制 度 の 届 出 事 業 所 （ 平 成 31 年 2 月 現 在 ）  

主 た る 業 種  届 出 数  排 出 量 ・ 移 動 量 （ ㎏ ）  

パ ル プ ・ 紙 ・ 紙 加 工 品 製 造 業  1 3,700  

鉄 鋼 業  1 912  

金 属 製 品 製 造 業  1 14,000  

下 水 道 業  2 4,815  

燃 料 小 売 業  39 5,339  

一 般 廃 棄 物 処 理 業 （ごみ処分業に限る。） 2 329  

産 業 廃 棄 物 処 分 業  1 38 

鉄 道 業  1 3,330  

電 子 応 用 装 置 製 造 業  1 346  

石 油 製 品 ・ 石 炭 製 品 製 造 業  1 22 

計  50 32,831  

出 典 ： 環 境 省 PRTR イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン 広 場  

（ htt p: / / w w w . e n v . g o . j p / c h e m i / p r t r / r i s k 0 . h t m l）  

 

  
ＰＲＴＲ制度とは  

Ｐ Ｒ Ｔ Ｒ 制 度 と は 、 有 害 性 の あ る 多 種 多 様 な 化 学 物 質 が 、 ど の よ う な 発 生

源 か ら 、 ど れ く ら い 環 境 に 排 出 さ れ た か 、 あ る い は 廃 棄 物 に 含 ま れ て 事 業 所

の 外 に 運 び 出 さ れ た か と い う デ ー タ を 把 握 し 、 集 計 し 、 公 表 す る 仕 組 み 。  

環 境 省 が 「 Ｐ Ｒ Ｔ Ｒ イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン 広 場 」 と し て 情 報 提 供 し て い る 。  



   

【米子市災害廃棄物処理計画】 

79 

 

思
い
出
の
品
・
貴
重
品
の
回
収

警
察

洗
浄
等

所
有
者

閲
覧
・
引
渡
し

リ
ス
ト
化

貴重品

思い出の品

１０  思い出の品等  

 思 い 出 の 品 や 貴 重 品 に つ い て は 、 建 物 の 解 体 な ど 災 害 廃 棄 物 の 撤 去 時 に 取 り

扱 う 可 能 性 が あ る こ と を 踏 ま え 、 持 ち 主 の 確 認 方 法 、 回 収 方 法 、 保 管 方 法 、 返

却 方 法 等 の 取 り 扱 い の ル ー ル を 定 め る 必 要 が あ る 。  

 な お 、 思 い 出 の 品 の 取 り 扱 い に は 、 次 の こ と に 留 意 す る も の と す る 。  

 

・ が れ き 撤 去 等 で 回 収 さ れ た 際 に 可 能 な 限 り 集 約 し て 別 途 保 管 し 、 閲 覧

や 引 渡 し の 機 会 を 設 け 、 持 ち 主 に 戻 す よ う に す る 。  

・ 土 や 泥 が 付 着 し て い る 場 合 は 洗 浄 ・ 乾 燥 し 、 発 見 場 所 や 品 目 等 の 情 報

を 整 理 し て 保 管 ・ 管 理 す る 。  

・ 閲 覧 ・ 引 渡 し を 実 施 す る 際 に は 、 広 報 等 で 周 知 し 、 面 会 や 郵 送 （ 本 人

確 認 が 可 能 な 場 合 ） に よ り 持 ち 主 は 引 渡 し を 行 う 。  

・ 貴 重 品 に つ い て は 、 遺 失 物 法 に 基 づ き 警 察 に 引 渡 す 。  

・ 大 規 模 災 害 時 に は 、 思 い 出 の 品 等 の 回 収 や 洗 浄 等 に つ い て 、 ボ ラ ン テ

ィ ア の 協 力 を 得 る こ と を あ ら か じ め 検 討 し て お く 。  

表  20 思 い 出 の 品 等 の 例  

思 い 出 の 品  写 真 、 ア ル バ ム 、 卒 業 証 書 、 賞 状 、 成 績 表 、 位 牌 、 手 帳 、 Ｐ

Ｃ 、 Ｈ Ｄ Ｄ 、 携 帯 電 話 、 ビ デ オ 、 デ ジ カ メ  等  

貴 重 品  財 布 、 通 帳 、 印 鑑 、 金 券 、 商 品 券 、 古 銭 、 貴 金 属  等  

 出 典 ： 鳥 取 県 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 (平 成 30 年 4 月  鳥 取 県 ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  5 思 い 出 の 品 及 び 貴 重 品 の 取 扱 い フ ロ ー  
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第３節  生活ごみ・避難所ごみ・し尿  

 

１  生活ごみ処理  

家 庭 か ら 排 出 さ れ る 生 活 ご み に つ い て は 、 収 集 車 両 や ご み 処 理 施 設 の 被 災 ・

受 入 状 況 、 災 害 廃 棄 物 の 発 生 状 況 等 に 応 じ て 収 集 体 制 を 再 構 築 す る こ と と し 、

次 の 目 標 時 期 ま で に 収 集 を 再 開 す る 。  

表  21 生 活 ご み の 収 集 開 始 目 標 時 期  

区 分  
目 標 時 期  

直 後  ～ 72 時 間   ～ 2 週 間  ～ 1 月  

可 燃 ご み   収 集 再 開   

不 燃 ・ 不 燃 性 粗 大 ご み    収 集 再 開  

白 色 発 泡 ス チ ロ ー ル・ト レ ー    収 集 再 開  

缶 ・ ビ ン 類    収 集 再 開  

ペ ッ ト ボ ト ル    収 集 再 開  

牛 乳 パ ッ ク    収 集 再 開  

再 利 用 ビ ン    収 集 再 開  

古 紙 類    収 集 再 開  

乾 電 池 、 蛍 光 管 等    収 集 再 開  

小 型 家 電    回 収 再 開  

ま た 、 排 出 方 法 は 通 常 時 と 同 様 と し 、 可 燃 ご み 、 不 燃 ・ 不 燃 性 粗 大 ご み に つ

い て は 指 定 ご み 袋 ・ シ ー ル を 使 用 し て 通 常 の ご み 置 場 に 排 出 す る こ と と す る 。

な お 、 通 常 、 可 燃 ご み や 不 燃 ・ 不 燃 性 粗 大 ご み に 分 類 さ れ る も の の う ち 、 災 害

で 壊 れ た 家 具 や 食 器 、 ガ ラ ス な ど の 片 付 け ご み は 通 常 の ご み 置 場 で は な く 、 住

民 用 仮 置 場 に 出 す こ と と す る 。 そ の 際 は 指 定 ご み 袋 ・ シ ー ル は 不 要 と す る 。   
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２  避難所ごみ処理  

災 害 発 生 時 に は 、 市 災 害 対 策 本 部 総 務 部 総 務 班 等 と 連 携 し 、 避 難 所 の 開 設 状

況 及 び 各 避 難 所 の 避 難 者 数 を 把 握 し た 上 で 発 生 す る ご み の 量 を 推 計 し 、 処 理 体

制 を 構 築 す る 。  

な お 、 最 大 想 定 の 地 震 発 生 時 に 開 設 さ れ る 避 難 所 へ の 避 難 者 数 及 び 発 生 す る

１ 日 あ た り の ご み の 量 は 次 の と お り で あ る 。  

表  22 避 難 者 数 及 び ご み 発 生 量  

断 層 の 名 称  避 難 者 数 （ 人 ）  避 難 所 ご み 発 生 量 （ t/日 ）  

鳥 取 県 西 部  13,424  8  

F55  6,157  4  

デ ー タ 提 供 ： 鳥 取 県  

 

(1) 避 難 所 ご み の 分 別 方 法  

避 難 所 ご み の 分 別 は 、 生 活 ご み と の 分 別 方 法 の 違 い に よ る 混 乱 を 避 け る 必

要 が あ る た め 、 通 常 の 生 活 ご み と 同 じ 分 類 で 分 別 す る こ と を 基 本 と す る 。 な

お 、 避 難 所 ご み の 管 理 方 法 や 集 積 場 所 等 に つ い て は 、 避 難 所 運 営 ・ 管 理 に あ

た る 総 務 部 総 務 班 や 教 育 部 各 班 と 連 携 し 、 情 報 提 供 等 を 行 う も の と す る 。  

 

(2) 避 難 所 ご み の 収 集 ・ 処 理  

  避 難 所 ご み の 収 集 は 清 掃 班 が 実 施 す る も の と し 、 次 の 目 標 時 期 ま で に 収 集

を 再 開 で き る よ う 体 制 を 構 築 す る も の と す る 。  

表  23 避 難 所 ご み の 収 集 開 始 目 標 時 期  

区 分  
目 標 時 期  

直 後  ～ 72 時 間   ～ 2 週 間  ～ 1 月  

可 燃 ご み   収 集 再 開   

不 燃 ・ 不 燃 性 粗 大 ご み    収 集 再 開  

白 色 発 泡 ス チ ロ ー ル ・ ト

レ ー  

  
収 集 再 開  

缶 ・ ビ ン 類    収 集 再 開  

ペ ッ ト ボ ト ル    収 集 再 開  

牛 乳 パ ッ ク    収 集 再 開  

再 利 用 ビ ン    収 集 再 開  

古 紙 類    収 集 再 開  

乾 電 池 、 蛍 光 管 等    収 集 再 開  

小 型 家 電    回 収 再 開  
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(3) 避 難 所 ご み に お け る 留 意 事 項  

  避 難 所 に お い て は 、 弁 当 や 非 常 食 が 多 量 に 消 費 さ れ る こ と に な る た め 、 そ

の 容 器 等 の ご み が 多 く 発 生 す る ほ か 、 使 用 済 み 衣 類 や 使 用 済 み 便 袋 （ 簡 易 ト

イ レ 収 集 袋 ） 等 、 平 時 の 生 活 ご み と は 質 の 異 な る ご み が 多 く 発 生 す る た め 注

意 が 必 要 で あ る 。 避 難 所 ご み に お け る 留 意 事 項 は 次 の と お り で あ る 。  

表  24 避 難 所 ご み に お け る 留 意 事 項  

種 類  発 生 源  留 意 事 項  分 別 区 分  

腐 敗 性 廃 棄 物  

（ 生 ご み ）  

残 飯 等  ハ エ 等 の 害 虫 の 発 生

が 懸 念 さ れ る 。袋 に 入

れ て 分 別 保 管 し 、早 急

に 処 理 を 行 う 。  

可 燃 ご み  

ダ ン ボ ー ル  食 料 の 梱 包  分 別 し て 保 管 す る 。新

聞 等 も 分 別 す る 。  

古 紙 類  

ビ ニ ー ル 袋 、  

プ ラ ス チ ッ ク 類  

食 料 、 水 等

の 容 器 包 装  

袋 に 入 れ て 分 別 保 管

す る 。  

可 燃 ご み  

使 用 済 み 便 袋  簡 易 ト イ レ  

携 帯 ト イ レ  

感 染 や 臭 気 の 面 で も

で き る 限 り 密 閉 す る

管 理 が 必 要 で あ る 。  

可 燃 ご み （ 他 の 可 燃 ご

み と は 別 に 保 管 ）  

感 染 性 廃 棄 物  

（ 注 射 針 、 血 の

付 着 し た ガ ー

ゼ ）  

医 療 行 為  ・保 管 の た め の 専 用 容

器 の 安 全 な 設 置 及

び 管 理  

・収 集 方 法 に か か る 医

療 行 為 と の 調 整（ 回

収 方 法 、 処 理 方 法

等 ）  

注 射 針 ・ 注

射 器 ・ 点 滴

回 路  

医 療 機 関

回 収  

ガ ー ゼ ・ チ

ュ ー ブ ・ 軟

プ ラ  

可 燃 ご み  

   出 典 ： 災 害 廃 棄 物 対 策 指 針 【 技 1-12】（ 平 成 30 年 3 月  環 境 省 ） を 基 に 作 成  
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※一部下水道へ放流

３  し尿処理  

し 尿 や 生 活 雑 排 水（ 日 常 生 活 で 発 生 す る 風 呂 、洗 濯 、台 所 等 か ら の 排 水 ）は 、

平 時 は 次 の 処 理 方 法 に よ り 処 理 さ れ て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  6 生 活 排 水 の 処 理 体 系  

 大 規 模 な 災 害 時 に は 、 上 下 水 道 の 破 断 や 停 電 に よ り 、 通 常 の く み 取 り 世 帯 だ

け で な く 、 公 共 下 水 道 や 浄 化 槽 使 用 世 帯 に お い て も 仮 設 ト イ レ の 使 用 を 余 儀 な

く さ れ る ほ か 、避 難 所 そ の 他 拠 点 施 設 及 び 仮 設 住 宅 で も 仮 設 ト イ レ が 使 用 さ れ 、

し 尿 収 集 量 が 増 加 す る も の と 予 想 さ れ る こ と か ら 、 仮 設 ト イ レ が 大 量 に 必 要 に

な る 。  

 な お 、 避 難 所 等 で は 、 不 衛 生 に な り が ち な 仮 設 ト イ レ の 利 用 を 敬 遠 し 、 水 分

や 食 品 の 摂 取 を 控 え る 被 災 者 が お り 、 こ れ ら の 被 災 者 は 、 栄 養 状 態 の 悪 化 や 脱

水 症 状 、 静 脈 血 栓 塞 栓 症 （ エ コ ノ ミ ー ク ラ ス 症 候 群 ） 等 の 健 康 被 害 を 引 き 起 こ

す 恐 れ が あ る 。 こ れ ら を 防 止 す る た め 、 ト イ レ の 適 切 な 衛 生 管 理 と し 尿 の 適 時

の 処 理 に 配 慮 す る も の と す る 。  

 

(1) 仮 設 ト イ レ の 設 置 ・ 処 理  

 ア  仮 設 ト イ レ の 設 置  

仮 設 ト イ レ の 設 置 に 当 た っ て は 、 市 災 害 対 策 本 部 総 務 部 総 務 班 等 と 連 携

し 、 上 下 水 道 の 被 害 状 況 、 避 難 所 の 開 設 状 況 及 び 各 避 難 所 の 避 難 者 数 等 を

把 握 し た 上 で 発 生 す る し 尿 の 量 を 推 計 し 、 必 要 設 置 基 数 を 算 出 し 、 県 に 備

蓄 仮 設 ト イ レ の 供 給 を 要 請 す る 。 ま た 、 供 給 を 受 け た 仮 設 ト イ レ が 必 要 基

数 に 満 た な い 場 合 は 、 協 定 を 締 結 し て い る 事 業 者 等 か ら 仮 設 ト イ レ の 調 達

を 行 う 。  
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な お 、 最 大 想 定 の 地 震 発 生 時 に 開 設 さ れ る 避 難 所 に お い て 発 生 す る し 尿

の 量 及 び 仮 設 ト イ レ の 必 要 設 置 数 は 、 次 の と お り で あ る 。  

表  25 し 尿 発 生 量 及 び 仮 設 ト イ レ 必 要 設 置 基 数  

断 層 の 名 称  し 尿 発 生 量 (ℓ/日 ) 仮 設 ト イ レ 必 要 設 置 数 (基 ) 

鳥 取 県 西 部  22,821  171  

F55  10,467  79  

 イ  仮 設 ト イ レ の 備 蓄 状 況 （ 平 成 31 年 10 月 1 日 現 在 ）  

種 類 （ 処 理 方 法 ）  備 蓄 状 況  

仮 設 ト イ レ  県 備 蓄  47 基  

 ウ  仮 設 ト イ レ の し 尿 処 理  

   仮 設 ト イ レ の 収 集 は 市 内 の し 尿 収 集 業 許 可 業 者 に 委 託 し 、 収 集 し た し 尿

に つ い て は 鳥 取 県 西 部 広 域 行 政 管 理 組 合 米 子 浄 化 場 又 は 白 浜 浄 化 場 で 処

理 を 行 う こ と を 基 本 と す る が 、 収 集 運 搬 車 両 の 不 足 な ど に よ り 許 可 業 者 が

対 応 で き な い 場 合 や 浄 化 場 の 運 転 停 止 に よ り 収 集 し た し 尿 を 浄 化 場 へ 搬

入 で き な い 場 合 は 、 県 に 協 定 締 結 団 体 等 と の 調 整 を 依 頼 し 、 収 集 及 び 処 理

先 を 確 保 す る こ と と す る 。  

 

(2) 簡 易 ト イ レ の 設 置 ・ 処 理  

  避 難 所 の ト イ レ は 早 急 に 確 保 す る 必 要 が あ る が 、 過 去 の 災 害 に お い て は  

避 難 所 に 仮 設 ト イ レ が 設 置 さ れ る ま で に 一 定 の 日 数 が 必 要 で あ っ た 。 し た が

っ て 、 仮 設 ト イ レ が 設 置 さ れ る ま で は 簡 易 ト イ レ を 使 用 す る こ と と す る 。  

ア  簡 易 ト イ レ の 設 置  

県 に 対 し 県 及 び 県 内 市 町 村 が 連 携 備 蓄 し て い る 簡 易 ト イ レ の 使 用 調 整

を 要 請 す る 。  

 イ  簡 易 ト イ レ の 備 蓄 状 況 （ 平 成 31 年 4 月 1 日 現 在 ）  

種 類 （ 処 理 方 法 ）  備 蓄 状 況  

簡 易 ト イ レ  

折 畳 式 簡 易 ト イ レ  

（ パ ッ ク 式 セ ッ ト ）  

県 連 携 備 蓄  

ト イ レ 本 体  568 セ ッ ト  

（ 市 保 管 分  111 セ ッ ト ）  

収 集 袋 及 び 凝 固 剤  

 142,000 袋  

 （ 市 保 管 分  45,100 袋 ）  

簡 易 ト イ レ（ 便 を 用 便 箱 へ 収

納 （ 凝 固 さ せ な い ）） タ イ プ  

市 独 自 備 蓄  ６ 台  
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 ウ  簡 易 ト イ レ の し 尿 処 理  

吸 水 シ ー ト や 凝 固 剤 を 使 用 し た し 尿 に つ い て は 可 燃 ご み と し て 処 理 す

る こ と と す る 。 使 用 済 み 便 袋 は 口 を 縛 っ た 上 で 、 生 ご み 等 の 可 燃 ご み と は

別 に 保 管 す る 。  

 

(3) マ ン ホ ー ル ト イ レ に つ い て  

  マ ン ホ ー ル ト イ レ と は 、 下 水 道 管 路 に あ る マ ン ホ ー ル の 上 に 簡 単 な 便 座 や

パ ネ ル な ど を 設 け て 使 用 す る 、 災 害 用 ト イ レ の 一 種 で あ る 。 災 害 時 に お い て

も 日 常 使 用 し て い る ト イ レ に 近 い 環 境 を 迅 速 に 確 保 で き 、 備 蓄 が 容 易 と い う

特 長 が あ る た め 、 各 地 で 設 置 が 進 め ら れ て い る 。  

  本 市 に お い て も 設 置 に 向 け て 計 画 策 定 を 進 め て い る と こ ろ で あ る 。  

 

(4) 水 害 時 の く み 取 り 便 所 及 び 浄 化 槽 に つ い て  

  水 害 時 に は 、 く み 取 り 便 所 の 便 槽 や 浄 化 槽 は 、 水 没 し た り 槽 内 に 雨 水 ・ 土

砂 等 が 流 入 し た り す る こ と が あ る 。 公 衆 衛 生 上 の 観 点 か ら 被 災 後 、 速 や か に

し 尿 及 び 浄 化 槽 汚 泥 の 回 収 体 制 を 立 ち 上 げ て 回 収 を 実 施 し 、 清 掃 、 周 辺 の 消

毒 を 行 う も の と す る 。  

   

 

 

 

  

仮設トイレの設置場所について 

仮 設 ト イ レ の 設 置 場 所 は 、米 子 市 避 難 所 開 設・運 営 マ ニ ュ ア ル（ H27.12）に

お い て 、 次 の と お り 定 め ら れ て い る 。  

「 仮 設 ト イ レ の 設 置 場 所 は 、 原 則 と し て 屋 外 の 寝 る 場 所 に 臭 い が 届 か な い

と こ ろ か つ 収 集 車 が 進 入 し や す い と こ ろ に 設 置 す る こ と と し 、 寝 る 場 所 か

ら 壁 伝 い で 行 け る （ 高 齢 者 や 障 が い 者 が 行 き や す い ） よ う 配 慮 す る こ と 。」 
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第４節  住民等への啓発・広報  

 災 害 時 に お い て は 、 生 活 ご み ・ 災 害 廃 棄 物 等 の 排 出 方 法 に 対 す る 住 民 の 混 乱

が 想 定 さ れ る 。  

 生 活 環 境 の 保 全 や 公 衆 衛 生 の 悪 化 の 防 止 の た め に は 、住 民 等（ 住 民 、事 業 者 、

NPO、ボ ラ ン テ ィ ア 含 む ）へ 適 切 に 情 報 伝 達 す る こ と が 非 常 に 重 要 で あ る 。特 に

災 害 廃 棄 物 の 排 出 に 関 し て は 、 排 出 時 に 分 別 す る こ と に よ り 処 理 期 間 の 短 縮 や

コ ス ト の 削 減 に も つ な が る 。  

 災 害 発 生 時 の 広 報 に 当 た っ て は 、 市 災 害 対 策 本 部 総 務 部 秘 書 報 道 班 及 び 企 画

部 企 画 広 報 班 と 連 携 し 、 対 応 時 期 に 応 じ た 適 正 な 情 報 の 伝 達 ・ 発 信 を 行 う 。  

 ま た 、 平 時 に 被 害 軽 減 の た め の 事 前 準 備 の 普 及 ・ 啓 発 を 行 い 、 災 害 廃 棄 物 減

量 に 導 く よ う 努 め る 。  

  

 


